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私たちの飯田市は、美しい自然に恵まれ、長い歴史と尊い伝統文化につつまれた人情豊かなまちとし

て知られており、市民憲章では「伝統を生かし、文化の香り高い飯田市をつくります」と宣言していま

す。かつて小京都といわれた飯田の町は、昭和22年の飯田大火で旧市街地の大半を焼失し城下町の面影

が失われてしまいました。この未曾有の火災にめげず市民が一丸となって復興を成し遂げてきたわけで

すが、近年市街地が郊外に拡散し旧市街地が空洞化する中で、中心市街地の再開発が大きな課題となっ

ています。すでに市街地再開発事業は第 1地区が完了し、現在第 2地区や優良建築物等整備事業が進行

中であるのをはじめ官民一体となって課題解決に取り組む中、今回計画されました飯田郵便局の現地建

替工事も中心市街地の活性化につながるものです。

中心市街地周辺は、大火によって町並みや文化財が多く失われ、城下町以前の姿は断片的に把握され

ているのみですが、旧石器時代末以来連綿とした人々の営みがあったことがうかがえます。このような

歴史 。文化を物語る埋蔵文化財をはじめ多くの文化財を、できるかぎり現状の姿のままで後世に残し伝

えるのが私たちの務めですが、今次のような公共性が高い事業の場合、次善の策として事前に発掘調査

を実施して記録保存を図ることもやむを得ないものといえましょう。

以上のような経過で今回の発掘調査が実施された結果、今から約4,500年前の縄文時代や、約1,800年

前の弥生時代といったムラの跡が発見されました。また、江戸時代の終わりごろには城下町が拡大し調

査地周辺も町屋の一画に取り込まれていった様子が明らかにされました。

今後、本書が広く活用されるとともに、更に調査地点周辺の旧市街地でも文化財保護に意を尽くし、

城下町飯田やそれ以前の姿を明らかにすることが、文化の香り高い飯田市をつくるために必要かと思い

ます。

最後になりましたが、文化財保護の本旨にご理解を賜りご協力いただきました信越郵政局、ならびに

発掘調査に従事された関係者の方々に深甚なる感謝を捧げまして発刊の辞といたします。

平成16年 3月

飯田市教育委員会

教育長 冨 田 泰 啓



例 言

1.本書は飯田郵便局建設に先立って実施された、長野県飯田市鈴加町 1丁目7番地所在の飯田城下町

遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.調査は信越郵政局の委託を受け、飯田市教育委員会が直営実施した。

3。 調査は、平成14年度に現地作業、15年度に整理作業および報告書作成作業を行った。

4。 調査実施にあたり、基準点測量を株式会社ジャステックに、遺物写真撮影を西大寺フォトにそれぞ

れ委託実施した。

5。 発掘作業 。整理作業にあたり、遺跡略号として IJM、 鈴加町の町名略号としてCZ、 これに丁

目・地番 1-7付 して、 IJM.CZl-7を 一貫して用いた。なお、飯田城下町遺跡にかかる町

名略号については以下のとおりとする。

吾妻町一AZ、 江戸町一ED、 追手町一〇T、 扇町-OG、 大久保町-OK、 大通一〇D

長姫町-OH、 銀座一GZ、 小伝馬町一KT、 桜町一CM、 鈴加町一CZ、 大王路一DO
主税町―CR、 知久町一CK、 中央通リーCD、 伝馬町―TM、 東新町一TS、 東和町一TW
通り町―TR、 常磐町―TK、 仲之町一NN、 錦町一NT、 二本松一NM、 馬場町一BB
本町一HM、 松尾町一MO、 箕瀬町一MZ、 元町一MM

6.本報告書では、SB―竪穴住居址・竪穴、SD一溝址・溝状址 。暗渠、SE一井戸、SK一土坑 。

地下室、SM一方形周溝墓の遺構略号を使用し、遺構番号は遺跡内の続き番号を付している。

7.遺構 。遺物の調査 。記述 。表現方法については、『飯田城下町遺跡』(飯田市教委 2001)。 『辻前

遺跡』(同  2003a)に準拠 した。なお、石器分類表における表記は、硬一硬砂岩、緑―緑色岩、

黒一黒曜石、珪一チャート、珪片一珪質片岩、未一未成品と略記した。

8.土層の色調については、『新版標準土色帖』の表示に基づく土色計 (第一合成株式会社製、SC
R-1)を用い、マンセル表示で示した。

9。 本書の記載順は時代別を優先し、遺構図は挿図とした。

10。 本書に関わる図面の整理は、調査員・整理作業員の協力により馬場保之が行った。

11.本書の執筆 。編集は馬場が行った。

12.本書に関連した出土遺物および図面・写真類は飯田市教育委員会が管理し、飯田市考古資料館 。飯

田市上郷考古博物館に保管している。
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第 I章 経 過

第 1節 調査に至るまでの経過

平成12年 11月 に信越郵政局より飯田郵便局々舎建替計画が提示され、諸協議を重ねた。計画の具体化

を受けて、平成14年 5月 1日 に飯田郵便局長 鷲尾俊八と飯田市長 田中秀典との間で委受託契約を締

結し、平成14年 5月 9010日 に試掘調査を実施 した。その結果縄文時代中～後期の土坑群が把握され、

本発掘調査実施が不可欠と判断された。

9月 6日 、信越郵政局長 伊藤 聖と飯田市長 田中秀典の間で本発掘調査に関する委受託契約を締

結した。本発掘調査は用地取得と仮局舎移転後の 2期に分けて行い、さらに1期 日は郵便局利用者の駐

車場確保のため 4段階、2期日は現局舎解体工事との兼合いから2段階に分けて実施することとなった。

第 2節 調査の経過

9月 17日 、 1期日の調査に着手し、北 1区から重機を入れて表土剥ぎを行った。 9月 20日 より作業員

を入れて遺構検出作業を行ない、確認された遺構から順次掘り下げ、精査した。そして、全景写真 。個

別遺構写真の撮影、実測等の作業を行った。続いて 9月 27日 から北 2区、10月 2日 から南区、10月 8日

から北 3区の調査を同様に進め、調査後埋め戻して現地での作業を10月 11日 終了した。なお、調査にあ

たり基準点設置を株式会社ジャステックに委託実施した。

第 2期の調査は平成15年 2月 21日調査に着手した。まず西 1区について重機による表土剥ぎに続き 2

月25日 から作業員を入れて遺構検出作業を行ない、確認された遺構から順次掘り下げ、精査した。そし

て、全景写真 。個別遺構写真の撮影、実測等の作業を行った。続いて西 2区について 3月 4日 から同様

の作業を実施し、 3月 17日 現地での作業を終了した。

引き続き、飯田市考古資料館において、現地で記録された図面 。写真類の基礎的な整理等を行った。

平成15年度は出土遺物の水洗 。注記 。接合 。復元作業、遺物の実測 0拓本とり、遺構図等の作成 。ト

レース作業、写真類の整理、版組み等整理作業を行い、報告書作成作業にあたった。なお、遺物の写真

撮影については西大寺フォトに委託実施した。

第 3節 調査組織

(1)調査団

調査主体者

調査担当者

調 査 員

飯田市教育委員会 教育長 冨田泰啓 (平成11年 12月 ～)

馬場保之 。伊藤尚志

佐々木嘉和・渋谷恵美子 。吉川金利 。坂井勇雄 。羽生俊郎
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作 業 員  新井ゆり子 。伊藤孝人・伊東裕子・太田沢男 。金井照子 。唐沢古千代 。北原 裕

木下早苗・木下玲子 0熊崎三代吉 0小池千津子 。小島康夫 。小平まなみ

小林千枝 。佐々木一平 0佐藤知代子・代田和登 。杉山春樹 。瀬古郁保 。竹本常子

橘 千賀子 。中田 恵・中平けい子・中村地香子 。服部光男 。林ひとみ

原 昭子・樋本宣子・福沢育子・福沢 トシ子 。古林登志子 。牧内八代 。松井明治

松下成司・松下省三・松下博子・三浦厚子 。三浦照夫 。宮内真理子 。森藤美知子

森山律子・柳沢謙二・吉川悦子 0吉川紀美子

(劾旨導

長野県教育委員会文化財・生涯学習課

財団法人長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センター

(3厚務局 飯田市教育委員会

久保田裕久 (教育次長、～平成15年 3月 )

尾曽幹男  ( 〃   、平成15年 4月 ～)

中島 修  (生涯学習課長、～平成15年 3月 )

小林正春  (  〃  、平成15年 4月 ～)

〃   (生 涯学習課文化財保護係長、～平成15年 3月 )

吉川 豊  (     〃      、平成15年 4月 ～)

馬場保之  (  〃  文化財保護係)

渋谷恵美子 (  〃    〃   )
吉り|1金利   (   〃       〃     )

伊藤尚志  (  〃    〃   、～平成15年 9月 )

坂井勇雄  (  〃    〃   、～平成15年 3月 )

羽生俊郎  (  〃    〃   )
佐々木行博 (  〃   文化係、平成15年 4月 ～ 6月 )

〃  (  〃   文化財保護係、平成15年 7月 ～)

伊藤昌治  (学校教育課長、～平成15年 3月 )

高田 清  (  〃  総務係長、～平成15年 3月 )

宮田和久  (  〃  総務係、～平成15年 3月 )
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第Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節 自然環境

飯田市本町は飯田市街地の一画に位置する。

飯田市は伊那山脈と木曽山脈にはさまれた伊那谷の南端にあたり、両山脈の間を天竜川が南流する。

天竜川による典型的な河岸段丘が見られるとともに、山脈の形成に関わる断層地塊運動に伴い盆地・大

きな段丘崖が形成されており、複雑な段丘地形を呈している。

本書に関連する飯田市街地が立地する場所は、南を飯田松川により、また北側を野底川により区切ら

れた段丘上に立地する。この段丘上には、風越山麓から扇状地が発達し、東端の段丘端部 (標高500m)

から風越山麓 (標高600m)ま での比高差100mの間が緩やかな傾斜で一連の面となっている。

地形・地質の概観は、『伝馬町遺跡』(下伊那教育会他 1988)に よると、

「段丘は2つ の礫層と、最上段に重なる火山灰層からできている。最上部の火山灰層は飯田城二之丸

跡で約 3mの厚さを持つ。火山灰の給源は御岳火山で、その新期テフラ層を主体にしたものであり、約

2万年前から4万年前の地層である。

火山灰層の下にある礫層が段丘礫層である。段丘礫層は花同岩礫を主体とする礫層で、飯田松川また

は野底川によって運搬・堆積した礫層である。愛宕神社では 3～ 4mの厚さを持ち、飯田城二之丸では

4～ 5mの厚さを持つ。礫は白く新鮮で、風化が進んでいないので、崖上に突出した地層をつくってい

る。礫の大きさは20～ 30cm大を主とし、ときには1.5m大の巨礫も含んでいる。礫の間は粗い花同岩質

の砂によって充填されている。この礫は支流に古い扇状地を浸食していくときの礫層で、飯田市街地の

開析段丘をつくったときの地層である。

飯田市街地の段丘の主体を占める礫層は段丘礫層の下にみられる。両者は不整合関係である。下位の

礫層は “伊那層群"の一員で、その最上部にある “柳沢礫層"相当層である。古くから、通称『伊那層』

と呼ばれている。伊那層は愛宕神社で30m余、飯田城址で40m余が露出しているものの、下限は不明で

あるから、飯田市付近では数10mか ら100mの 厚さを有すると推定される。この礫層は東鼎の低地部で

もボーリングによって数m下に存在し、松川を越えた一色 0名古熊段丘に連続している。つまり10数万

年より以前の中期更新世までは、飯田市街地から一色・名古熊まで一続きの扇状地が広く盆地を埋積し

ていたのである。そのときの扇状地は天竜川に沿って、主として天竜川の堆積による礫層が広く分布し

ていた。

伊那層は茶褐色を示し、花同岩礫やホルンフェルス礫が全ぐさり状態に風化している。チャート礫の

みが堅いままで残っている。礫種は天竜川の河床礫と同じようで、赤石山地から運ばれてきた緑色岩類

やチャートを含んだり、諏訪方面から供給された安山岩礫が含まれている。礫は数cIIl大 のものを主体と

し、わずかに10cmか ら10数cmの ものを含んでいる。少ないが薄い砂層もはさまれている。

飯田市街地の段丘は、“伊那層"によって構成されている。しかし、その礫層は段丘をつくったとき

の礫層でなく、段丘時代よリー時代前の大扇状地時代のものである。伊那谷が段丘時代にはいると、松

川や野底川が扇状地を浸食して扇状地開析段丘をつくってきた。川沿いで深く掘りこみ、扇状地は分断
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1.飯田城下町遺跡 2.飯田城跡 3.権現堂前 (湯渡)遺跡 4.正永寺原遺跡 5。 押洞遺跡

6。 大門町遺跡 7.さ つみ遺跡 8.羽場曙遺跡 9。 古屋垣外遺跡 10.丸山遺跡 11.方角東遺跡
12.木戸脇古墳 13.杵が塚古墳 14.三壺渕遺跡 15。 上の金谷遺跡 16。 小垣外遺跡 17.八幡面遺跡
18。 中村中平遺跡 19。 中島平遺跡 20。 六反田遺跡 21.酒屋前遺跡 22.公文所前遺跡 23.殿原遺跡
24.中川遺跡 25。 三日市場大原遺跡 26.愛宕城跡 27.城山城跡 28.虚空蔵砦跡 29.伝馬町

30.風越窯跡

挿図 1 調査遺跡および周辺遺跡位置図
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され、扇状地の上も削りこまれて何段もの段差をもつ複雑な段丘地形が形成されたのである。」

こうした地形の中で、飯田城下町遺跡は、段丘端部に築城された飯田城の西側前面、すなわち扇状地

の末端付近に位置する。

第 2節 歴史環境

飯伊地方唯一の近世都市であるという点が、最も本遺跡を特徴づけるものであるが、城下町から引き

続く市街地化の過程で、これに先立つ時代の様相が不明瞭になったということもまた、本遺跡の大きな

特徴といえる。これまで調査地点周辺では、飯田市美術博物館建設に先立つ飯田城跡発掘調査以外具体

的な調査はなく、断片的な知見が得られている程度であるが、周辺地区を含めた考古学的事実から、本

遺跡周辺 0旧市地区の歴史環境を通観する。

旧石器時代については、市内では石子原遺跡、竹佐中原遺跡の調査以外に特筆されるものはなく、こ

の時代の様相を詳述できる材料がないのが現状である。本地区でも、美術博物館建設に先立つ発掘調査

で細石刃核が出土したのみである。                        ・

縄文時代早期では湯渡 (権現堂前)遺跡・正永寺原遺跡・押洞遺跡等で押型文土器の破片が見つかっ

ている (八幡 1972)。 中期になると正永寺原遺跡・権現堂前遺跡 。押洞遺跡・大門町遺跡 (飯田高校

考古学研究会 1975)・ 箕瀬遺跡 (飯田市教委 2002a)・ 飯田城下町遺跡と山麓から台地先端にいた

る広範な地域に遺跡が分布するようになり、遺物も多く見られるようになる。

続く、水稲栽培を経済基盤とする弥生文化の下伊那への波及は縄文時代晩期終末のことであり、美

濃・尾張・三河方面から東漸したものと考えられている。旧市内の代表的遺跡として、権現堂前遺跡・

さつみ遺跡 (長野県教委 1971)、 羽場曙遺跡、正永寺原遺跡、古屋垣外遺跡 (同前)・ 丸山遺跡 (飯

田市教委 1988a)等があり、後期の遺跡が多く見られる。高燥な台地上に生産基盤を求めた該期各地

区に共通する現象であり、具体的には人口増と生産手段の発達が背景と考えられる。方角東遺跡 0羽場

曙遺跡では、竪穴住居址・方形周溝墓等が調査され、散在的な集落景観が把握されている (同前

2003b)。 こうした状況は、他地区の高位段丘上に立地する遺跡と共通しており、風越山の裾部や扇状地

扇端部付近で発達する湧水や、小河川沿いでの水田経営が随所にあったことが予想される。

古墳時代にはこの時代の最も特徴的な事象として古墳の築造があり、上飯田地区内にも数基の古墳が

存在したことが伝えられているが、現在は市街地化の進行により残存するものは木戸脇古墳・杵が塚古

墳のみである。また、寛政年間に松平楽翁が著した『集古十種』銅器一の部の古鏡図によって本遺跡内

にも古墳があったことが知られる (下伊那誌編纂會 1955)。 該期の集落は丸山遺跡で調査されており、

相当規模の集落の存在が考えられるが、なお断片的に把握されているにすぎない。同様な地形を呈する

伊賀良地区の場合、該期の集落遺跡として、富の平遺跡 (飯田市教委 1996a)・ 三壺渕遺跡 (長野県

教委 1973)0上の金谷遺跡 (同前)。 ノjヽ垣外遺跡 (飯田市教委 1988b)・ 八幡面遺跡 (同前)。 中村

中平遺跡 (飯田市教委 1994)。 中島平遺跡 (同前 1977)が調査されているが、前時代よりも集落数が

激減することが指摘されているし、こうした状況は上郷 。座光寺地区の上段でも概ね当てはまる。旧市

地区においても同様のことが想定できよう。

-5-



ズ影

;i., r' .'.'r
I, al,li ? 4a.@','

職

蛉
藉

τ'そ《k

〉
｀

＝
川
卜
市

o                       250m

挿図 2 調査地点位置図

-6-



続く奈良 0平安時代の状況は全く不明であるが、前述の伊賀良地区では三壺渕遺跡・上の金谷遺跡・

小垣外遺跡・八幡面遺跡といった古墳時代の集落が存続する一方で、平安時代には六反田遺跡 (長野県

教委 同前)・ 酒屋前遺跡 (飯田市教委 1983)0公文所前遺跡 (同前 1991)と いった集落が登場し

てくるなど、高位段丘上の開発が進展したことが考えられる。この高位段丘上の諸開発を裏付けるもの

として、殿原遺跡溝址 3(同前 198701992)0中川遺跡溝址 3(同前 1996b)。 三日市場大原遺跡

や方角東遺跡等で確認された溝址が挙げられよう。

中世に至って、それぞれの詳細な築城時期は不明ではあるが、飯田城・愛宕城・上飯田の城山・虚空

蔵山頂等に山城が造られ、一定の集団による活動があったことを推し計ることができる。未報告である

が、飯田城跡の発掘調査では、近世城郭に先立つ遺構として、空堀 2本 と小規模な方形の竪穴が約60軒

検出されている。

近世の考古学的成果として、飯田城跡二之丸発掘 0本丸発掘、伝馬町 。本町の発掘、風越窯址の調査

がある。飯田城跡二之丸発掘 。本丸発掘の大半についてはいずれも未報告であり、二之丸跡では、大通

り跡・屋敷の礎石・柱穴・御用水・井戸・池・鍛冶施設・貯蔵施設 。ゴミ捨ての大穴等の遺構、陶磁器

類・土師質皿・焼塩壺・硯・石臼・煙管・讐・刀 。漆器椀・焼物の玩具 0碁石等の生活雑器の他、魚骨

やサザエの貝殻等が見つかっている。また、住宅建設に先立つ調査では、空堀の出丸側石垣が把握され、

匝鉢数点が出土したことから付近に飯田藩による官窯の存在した可能性が指摘されている (飯田市教委

1991b)。 本丸跡では、池の一部が調査されている。伝馬町の発掘では、武家屋敷の主屋の一画が調査さ

れ、 3期の遺構の変遷が把握されている (下伊那教育会 同前)。 さらに本町の調査では、上級商家の

一画が調査され、火災や水害の歴史、家並や町屋の構造、町人の生活等の一端が明らかにされている

(飯田市教委 2001)。

風越窯址では2基の窯跡が調査・確認されている。この窯は嘉永年間に美濃から陶工を招いて磁器を

焼かせたもので、飯田藩主堀親義のお庭焼・風越焼として知られている。わずか 5年で廃止となったが、

その後も雑器を焼いたと伝えられており、調査によって鉢・生焼の信鉢の破片などが検出されてそれを

裏付けた。風越窯は連房式登窯の本業窯で、30度を越す急斜面を利用して構築されている。遺物は完形

品こそないが、染付けの磁器・青磁・白磁があり、優品が焼かれたことを示す好資料を得ている (飯田

市教委 1979)。

飯田城の建築 。遺構で現在残っているものは少なく、安土桃山時代の様式を伝える松尾木下家の門、

上郷経蔵寺の門・市立飯田中央図書館横の赤門、水の手から追手町へ登る坂の石垣外堀の一部、侍屋敷

(佐々木 1995)と いった程度である。

今次調査地点は惣堀の外側に位置するが、近世後期には町屋が拡大し城下町の一画に取り込まれた地

域で、近世後期以降の家並や生活の様子、あるいは市街地化する以前の各時代の様子を明らかにすると

いえる。
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第Ⅲ章 調査結果

第 1節 調査区の設定 (挿図3)

調査区の設定は、飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいて、株式会社ジャステックに委託実施し

た (設定方法については、飯田市教育委員会 2003a 『辻前遺跡』他参照)。 今次調査地点は、LC一

74 19-47内 に位置する。

第 2節 微地形

調査区の南西側には谷川があり、調査区の北半は平坦、南半は緩傾斜面となっている。谷川に面した

南区、西 102区では谷川の氾濫に起因した自然流路が少なくとも5条確認されている。これらの自然

流路は縄文時代後期の土坑を切り、近世後期の暗渠に切られることから、縄文時代後期以降近世前期ま

でに比定される。谷川や野底川支流が何度か流れを変えたことに起因すると考えられる。

第 3節 基本層序(挿図 4)

I層は造成土。V層上面は不連続であり、Ⅳ・ V層間に間隙か堆積環境の大きな変化が考えられる。

S B03上部では、V層に対比されるⅣ層上面に洪水起源の砂層があり、この不連続を裏付ける。

第 4節 縄文時代

該期の遺構は竪穴住居址・竪穴・土坑が調査されている。なお、時間軸については『長野県史』(長

野県史刊行会 1988)に拠った。

|  |1孝i::   |:::|:  :::::|
0          2m

挿図4 基本層序
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(1)竪穴住居址

① S B03(挿図5)

[検出位置]A U04付近  [規模]一 ×一m、 深さ43cm [床面積]―ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]な し [調査所見]埋土が地山と異なり明確に把握された。大部分が調査区外にかかり詳

細は不明である。当初断面観察中に近世後期の磁器片が出土したことから地下室と考えた。しかし、壁

直下ではないが僅かにくぼむ部分があって周溝と考えられること、壁がほぼ垂直に立ち上がることから、

住居址と判断した。基本層序V層に対比されるⅣ層下面から掘り込まれる [埋土]いわゆる「 レンズ

状」に堆積しており、自然埋没と考えられる [壁]前述  [床]明瞭であるが、壁際のため硬い部分

は把握できず。断面からは貼り床されていないと考えられる [柱穴]不明  [周溝]前述のとおりで

あるが、図化を怠る [炉]把握できず  [付属施設]不明  [出土遺物]全般に少なく、破片が主体

である。早期後葉と考えられる遺物もあるが、中期後葉が多い [時期]中期後葉に比定される。

② S B04(挿図 5、 第 1図 1～ 9、 第 8図 1～ 4)

[検出位置]B B41付近  [規模]一 ×一m、 深さ9 cm [床面積]一ぽ  [形態]不整円形を呈する

と考えられる [主軸]不明  [重複]な し [調査所見]調査区外にかかり、また一部分は電柱のた

めに調査できず。検出面から床面まで浅い。柱穴の状況から建て替えられた可能性がある [埋土]単

層である [壁]上記検出状況のため、立ち上がりは不明  [床]床面は硬いが、貼り床はない。床面

焼土 。炭化物等はない [柱穴]壁際に配されるが、配列は不明  [周溝]ほぼ全周すると考えられる。

幅12～ 31cnl、 深さ6～1lcm [炉 ]不明  [付属施設]不明  [出土遺物]出土量は僅少。上層に多く、

壁際より中央に近い部分から出土。破片が主体で投棄されたと考えられる [時期]中期中葉末～後葉

の土器が出土しているが、詳細時期は不明である。

③ S B05(挿図 5、 第 1図10011、 第 8図 5～ 8)

[検出位置]A Y45付近  [規模]一 ×一m、 深さHcm [床面積]―ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]S B08。 S K62に 切られる [調査所見]第 2期の調査の際に調査区を十分確保できず、

残りは把握できず。耕作時の農業用機械による掘削がおよんでおり、遺存状況は著しく悪い。貯蔵穴が

集中して調査されたことから、断面等精査して、竪穴住居址と判断した [埋土]単層で、自然埋没と

考えられる [壁]遺存状態は悪いが、やや緩やかに立ち上がると考えられる [床]P2・ P3の南

側が部分的に硬い  [柱穴]P5が主柱穴かと考えられる [周溝]な し [炉]不明。調査区外ない

しS B08に壊される [付属施設]P2～ P4・ P6は貯蔵穴で、P3は フラスコ状を呈する [出土

遺物]少なく、破片が主体  [時期]中期後葉に比定される。

④ S B06(挿図 5、 第 1図12～第 2図 4、 第10図64～ 66)

[検出位置]B C46付近  [規模]一 ×一m、 深さ37cm [床面積]一ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]S B09を 切る [調査所見]大部分が調査区外にかかる。地山上面を掘り込んでおり、明

瞭に把握された。 S B09と の新旧関係は平面および断面での把握  [埋土]断面観察の結果、自然埋没

である [壁]やや急な立ち上がりを示す  [床]中央付近がやや低く、その東側は硬く締まる。貼り
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床はない。床面に焼土等なし [柱穴]1基 (Pl)検出したがしっかりした掘り方ではない [周溝]

部分的に巡らされると考えられる。幅10～ 20cnl、 深さ3～ 10cIIl[炉 ]区外にかかり不明  [付属施設]

不明  [出土遺物]出土量は少ない。壁際からの出土は少ない。また、検出面から約20cmの 深さまでは

多いが、床面付近は少ない [時期]中期後葉 I期に比定される。

⑤ S B07(挿図 6、 第 2図 5～第 3図 14、 第 8図 9～ 15、 第10図67)

[検出位置]A X42付近  [規模]一 ×一m、 深さ17cnl[床面積]一ぽ  [形態]方形に近い不整円

形を呈すると考えられる [主軸]不明  [重複]S B08を切る [調査所見]南側は削平 。撹乱によ

り把握できず  [埋土]埋土中に礫等は含まれず  [壁]やや急に立ち上がる [床]床面は全体的に

硬いが、貼り床はない  [柱穴]主 P10P2を 把握したが、柱痕は不明  [周溝]部分的に途切れる

が、ほぼ全周すると考えられる。幅15～20cm、 深さ6～ 12cm [炉]炉石が抜き取られている。炉石の

据え方痕跡は把握できなかったが、住居の形態からいわゆる「掘姫撻」形の炉と考えられる [付属施

設]な し [出土遺物]遺物量は少ない。西側を中心に検出面から床面まで出土したが、上層が多い。

比較的大きな破片が多い。投棄されたと考えられる。縄文時代中期後葉が主体であるが、僅かに後期前

葉が混じる。 Plよ り石鏃 0石錘出土  [時期]中期後葉Ⅳ期に比定される。

⑥ S B08(挿図 6、 第 3図 15～ 19、 第 8図 16～ 18)

[検出位置]A X44付近  [規模]― ×一m、 深さ7 cm [床面積]一ぽ  [形態]不整円形を呈する

と考えられる [主軸]不明  [重複]S B05を 切り、 S B07。 S K62に切られる [調査所見]検出

面から浅く、プランは不明瞭。周溝が二重にあり、柱穴も掘り直されていることから、拡張住居と考え

られる [埋土]自然埋没と考えられる [壁]やや緩やかに立ち上がる [床]炉址の東側床面上に

礫が 3個まとまる [柱穴]主柱穴 6本が把握され、配置から新旧 2時期がある。 P3～ P5が旧段階

の主柱穴、PloP20P6が 新段階の主柱穴と考えられる [周溝]内側が旧段階、外側が新段階と

考えられる。旧段階は幅15～20cm・ 深さ5 cm程度、新段階は幅15～ 25cm。 深さ2～ 5 cmで あり、北西側

は新旧段階の判別が難しく幅40cm程度の部分がある [炉]楕円形に炉石が配される石囲い炉  [付属

施設]な し [出土遺物]遺物量は少ないが、西側を中心にほぼ床面直上から出土  [時期]中期後葉

I期 に比定される。

⑦ S B09(挿図 7)

[検出位置]B C45付近  [規模]一 ×一m、 深さ12cm [床面積]―ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]S B06に 切られる [調査所見]大部分が調査区外にかかる。地山上面を掘り込む  [埋

土]自然埋没と考えられる [壁]ほぼ垂直に立ち上がる [床]明確で硬い床面が検出された。貼り

床なし [柱穴]把握できず  [周溝]部分的に巡らされると考えられる。幅10～ 15cnl、 深さ1～ 9 cm

[炉]不明  [付属施設]不明  [出土遺物]出土遺物はほとんどない [時期]詳細時期不明。

③ S B10(挿図 7、 第 8図 19)

[検出位置]A F28付近  [規模]一 ×一m、 深さ6 cm [床面積]一 ぽ  [形態]不明  [主軸]不
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明  [重複]な し [調査所見]東側は調査区外にかかり、北側を撹乱により壊される。検出面まで下

げたところ、ほぼ床面で壁は確認できず  [埋土]単層  [壁]不明  [床]平坦ではない。硬い部分

は把握できず  [柱穴]P2が主柱穴か  [周溝]一部が把握された。幅15～ 25cm、 深さ30cm [炉 ]

不明  [付属施設]不明  [出土遺物]遺物量少量  [時期]詳細時期不明であるが、他の住居址群と

同時期の中期後葉の住居址と考えられる。

⑨ S Bll(挿図 7)

[検出位置]A J23付近  [規模]― ×
=m、 深さ7 cm [床面積]一ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]な し [調査所見]調査区外にかかる。検出面でほぼ床面で、プランは把握できず。柱

穴 。周溝の位置から推定  [埋土]確認せず  [壁]不明  [床]硬い部分は把握できず  [柱穴]本

址に伴うかどうかの判断がつかず、重複するものを図示した。このうち深さが40cmを超えるものは本

址の柱穴の可能性がある。規模の小さいものが多く、中 0近世のものもあると考えられる [周溝]一

部を把握。幅約20cm、 深さ30～33cm [炉 ]北西隅に炉と考えられる部分を検出  [付属施設]不明

[出土遺物]炉付近から出土があるが、出土量は僅少  [時期]中期後葉であるが、詳細時期不明。

⑩ S B12(挿図 7、 第 3図20～第 4図 19、 第 8図 20～第 9図 26)

[検出位置]B B00付近  [規模]新段階3.9× 3.2m、 深さ37cm [床面積]古段階(5。 6)ぽ、新段階(9。 6)

ぽ  [形態]不整楕円形を呈する [主軸]N51° E [重複]S B14を切る [調査所見]基本層序

のⅣ層下面から掘り込まれる。当初S B14を含め 1棟と考え掘り下げたが、床面や断面の状況から2棟

と判明。当初の出土遺物はS B120 S B14と して取り上げたが、大部分はS B12か らの出土である。部

分的に二重に周溝が巡らされることから建て替えが行われた可能性が考えられる。しかし、主柱穴では

新旧 2時期と判断できるものはない [埋土]いわゆる「 レンズ状」に堆積  [壁]断面の観察結果で

はほぼ垂直に立ち上がる [床]炉址の南・西側が部分的に硬く締まる。貼り床なし [柱穴]4本主

柱と考えられるが、うち1本 はS B14貯蔵穴と重複して検出できず。 Pl・ P2・ P4が主柱穴  [周

溝]内側が旧段階、外側が新段階と考えられる。旧段階は幅12～ 25cm、 深さ14～34cmで部分的に途切れ

る。新段階は幅15～30cm、 深さ6～ 13cmで南西側は検出できず  [炉]石囲い炉で、炉石はよく焼けボ

ロボロになっている。10～ 30cm大の円・角礫を用い、上面が平坦な礫を据えている。炉内北東側に焼土

が確認された [付属施設]な し [出土遺物]出土量やや少ない。住居の中央付近、床より高いレベ

ルからの出土が多く、投棄と考えられる。曽利系土器出土  [時期]中期後葉 I期 と考えられる。

⑪ S B14(挿図 8、 第 3図20～第 4図 2・ 20、 第 9図27～ 32)

[検出位置]B C01付近  [規模]6.0× 4.6m、 深さ25cm [床面積]17.8ぽ  [形態]不整楕円形を呈

すると考えられる [主軸]N10° E [重複]S B12に 切られる [調査所見]本址の南壁は、平面

形からみるとS B12の プランのようにみえるが、断面および南西側周溝の連続性から判断した。P8は

S B12炉址に近接しすぎており、S B12の 旧段階の周溝と重複することから、S B14の施設と判断した。

同様にP2。 P7も S B14に付属するものと判断  [埋土]自然埋没と考えられる [壁]緩やかに立

ち上がる [床]主柱穴の内側、中央部分が硬く締まる [柱穴]Pl～ P6の 6本主柱と考えられる

-14-
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が、P6は図面を欠く [周溝]ほぼ全周する。幅10～30cm、 深さ2～ 8 cm [炉]S B12炉 よりやや

北側にあったと考えられるが、壊され遺存せず  [付属施設]貯蔵穴はP7～ P9の 3基が調査された。

P7は底の壁際に周溝が巡らされ、フラスコ状を呈する。 P8も 同様の形態をとり、周溝から炭が出土

した [出土遺物]出土量は僅少である。曽利系土器出土 [時期]中期中葉末～後葉 I期に比定される。
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⑫ S B15(挿図 9、 第 4図 21～第 6図 13、 第 9図33～ 40)

[検出位置]A T36付近  [規模]6。 1× (5。 7)m、 深さ12clll[床面積]25。 2ぽ  [形態]方形に近い不

整円形を呈する [主軸]N16° W [重複]S M03に切られる [調査所見]西側では検出面が下が

りすぎ、壁の一部をとばしてしまった  [埋土]遺物の出土状況から人為的に埋められたと考えられる

[壁]ほぼ垂直に立ち上がる [床]明確で、炉址 O P 8 0 Pllに はさまれた部分は硬く締まる。床面

焼土等なし [柱穴]主柱穴はP20P80 Pllを把握。 4本主柱穴と考えられるが、うち 1本は撹乱

に壊され把握できず。柱痕は確認できず。補助柱穴 4基  [周溝]部分的にあり。幅25～ 38cm、 深さ約

3 cm [炉]炉石が抜き取られている。掘り方の形状からいわゆる「掘矩撻」形の炉と考えられる。炉

内に石皿破片が投棄され、土器破片は内面を上にして大きな破片が多い [付属施設]P5。 P6は入

り□施設  [出土遺物]硬い床面が検出された部分を中心に、中層に遺物出土が多く、また破片が多い。

礫・炭化物等は伴わず、投棄されたと考えられる。床面遺物は炉址の東側が多く、破片が多い。 P6か

ら立位の深鉢出土  [時期]中期後葉Ⅲ期に比定される。

(2)竪穴

土坑に比して規模が大きく、かつ竪穴住居址が備える施設が確認できず住居址と判断できなかったも

のを竪穴とした。遺物や埋土から縄文時代の遺構と考えられる。

① S B02(挿図 9)

[検出位置]A U06付近  [規模]一 ×一m、 深さ17cln [床面積]一ぽ  [形態]方ないし長方形を

呈すると考えられる [主軸]N70° E [重複]な し [調査所見]大部分が調査区外にかかる。底

面は地山に含まれる花同岩礫40～ 80cmが顔を出しており、住居址とは考えられない。基本層序Ⅵ層から

掘り込まれる。焼土等なく、炉址の有無は不明  [埋土]単層で、自然埋没と考えられる [壁]だ ら

だらと掘りくぼむ  [床]やや平坦であるが、硬い部分なし [出土遺物]僅少で中期中葉末から後葉

が主体  [時期]中期中葉末から後葉と考えられる。

② S B13(挿図 9)

[検出位置]A Y49付近  [規模]― ×一m、 深さ10cm [床面積]一ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]な し [調査所見]検出面から浅く、あるいは自然の窪地の可能性もある [埋土]自然

埋没と考えられる [壁]立ち上がりの状態は不明  [床]やや傾斜しており、硬い部分なし [出土

遺物]な し [時期]不明。

③ S B17(挿図 9、 第 6図 14)

[検出位置]A Y40付近  [規模]一 ×―m、 深さ7 clll[床面積]一ぽ  [形態]不明  [主軸]不

明  [重複]な し [調査所見]撹乱および削平のため東側の一部を把握したにとどまる [埋土]単

層で自然埋没と考えられる [壁]立ち上がりの状況は不明  [床]削平された部分はもとより、硬い

部分なし [柱穴]Pl～ P3を調査したが、浅くだらだらと掘り込んでおり、主柱穴と考えられるも

のなし [出土遺物]な し [時期]不明。
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10YR3/1風 褐    日C
10YR3/3暗 褐    uc
10YR2/3黒 褐    日C
iOYR4/3に ぶい貴褐 SL
25Y3/2 黒褐    日C
iOYR3/2黒 褐    uc
25Y3/3 暗オリープ褐 LiC

25Y3/1 日褐    LiC
iOYR3/2 黒‖日      LiC
iOYR3/1 層lla      LiC
iOYR3/2黒 褐    uc
7 5YR3/1 R‖ 3      SiC
10YR3/1黒 褐    LIC
10YR4/3に ぶい貴褐 SL
10YR4/3に ぶい貴褐 SL
!OYR3/2黒 褐    uC
10YR2/!黒      日C
10YR3/4暗 褐    SL
10YR4/2灰 賞褐   SL
25Y3/2 黒褐    L
10YR4/3 :こぶい1臓 褐  SL

しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまりやや良 粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性あり
しまり良   粘性ややあり
しまりやや良 粘性あり
しまりやや良 粘性ややあり
しまり良   粘性ややあり
しまり良   粘性あり
しまりやや良 粘性ややあり
しまりやや良 粘性ややあり
しまり良  粘性あり
しまりやや良 粘性ややあり

2m

503.80

503.60

SK 60

挿図10 SK54・ 56・ 58～ 60・ 62

SK62
0         1m

SK 54

SK 59
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④ S B18(挿図 9、 第 6図 15)

[検出位置]A Q29付近  [規模]― ×一m、 深さ17all[床面積]一ぽ  [形態]方形ないし長方形

を呈すると考えられる [主軸]北東辺の方向N26° W [重複]な し [調査所見] [埋土]単層

で自然埋没と考えられる [壁]やや急に立ち上がる [床]硬 く締まる [柱穴]北隅が掘りくぼむ

[出土遺物]縄文時代中期の土器片が僅かに出土  [時期]出土遺物から同時期の遺構と考えられるが、

詳細時期不明である。

以下、特記されるもののみ記述する。

(3)土坑 (挿図10011、 第 6図 16～ 28、 第 9図41～ 44)

S K63は 円形を呈しほぼ垂直に掘り込まれる土坑で、内部から台石 (第 9図43)が底面より浮いた状

態で出土した。S K64は一端がほぼ垂直に掘り込まれるが、他はやや緩やかとなる。S D12に切られる。

S K65は やや浅く、一端に小ピットが掘り込まれるが、形態はS K630 S K64に 類似する。いずれも縄

文時代中期の土壊墓と考えられる。

(4)周辺柱穴 (挿図17～ 22、 第 7図 1～ 4)

AD28P 4か ら、縄文時代早期の遺物として、 1点のみであるが押型文土器片が出土している。山形

文が外面縦位密接・内面横位帯状施文されるもので、日唇部にも横位施文される。胎土に細かい雲母片

が含まれる薄手の土器で、.樋沢式に比定される。

(5)遺構外出土遺物 (第 7図 5～ 33、 第10図56～ 63070)

縄文時代中期後葉から後期にかけての遺物が出土している。

第 5節 弥生時代

(1)竪穴住居址

① S B16(挿図 9、 第 7図34～ 37)

[検出位置]B A34付近  [規模]5.2× 一m、 深さ19clll[床面積]一ぽ  [形態]方形を呈すると考

えられる [主軸]南東壁の方向N51° E [重複]S M02と 近接しており、切られるものと考えられ

る [調査所見]埋土が地山と異なり明確に把握された。大部分が調査区外にかかる [埋土]自然埋

没である。礫 0焼土・炭化物は含まれず  [壁]急に立ち上がる [床]全体的に硬く締まる。貼床な

し。床面に焼土等なし [柱穴]主柱穴 1基 (Pl)を調査。柱痕が確認され、半裁材が据えられたと

考えられる。P3は間仕切りか  [周溝]な し [炉]把握できず。調査区外と考えられる [付属施

設]P2が入り口施設と考えられる [出土遺物]極めて少なく、破片が主体である。壺・甕・高琢が

ある [時期]弥生時代後期後半。

(2)方形周溝墓

① S M02(挿図12)

[検出位置]A Y31付近  [重複]S B16を切ると考えられる
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用地外

7
0 2m

503。 90

E  5BG3/1 晴青灰   SiC
皿  N3/0  晴灰    SC
Ⅳ  5GY2/1 オリープ風  SiC
V  5GY3/1 晴オリープ灰 SiC
Ⅵ  10YR3/2鳳 褐    SiC
Ⅶ  10YR2/3鳳 13    SiC
Il  10YR2/3鳳IB    SiC~  X  5YR3/4 

晴赤褐   SiC

I  N2/0  風 帖性ややあり

帖性ややあり

帖性ややあり

帖性ややあり

帖性ややあり

鮎性ややあり

帖性ややあり

帖性ややあり

帖性ややあり

粘性ややあり

粘性なし

粘性ややあり SM02岨土

粘性ややあり SM02埋土

帖性ややあり SM02埋土

帖性ややあり SM02坦土

帖性ややあり SM02埋土

帖性ややあり SM02岨土

しまり良
しまり良
しまり良
しまり良
しまり良
しまり良
しまり良
しまり良
しまり良

X  10YR2/1風      SiC しまり良
X1 25Y4/1 貴灰    SC しまり良

5GY3/1 暗オリープ灰 SiC しまり良
5Y3/1  オリープ風  Sic しまり良
25Y3/1 風褐    SiC しまり良
7.5Y3/1 オリープ鳳  SiC しまり良
10YR2/1風      SiC しまり良
10YR3/1鳳 褐    SiC しまり良

SM 02

挿図12 SM02

り、南隅部分が調査された [規模]周溝内法一×一m、 周溝外法一×一m [内法面積]―ぽ

[形態]方形を呈すると考えられる [主軸]南東辺の方向N38° E 【周溝】 [規模]幅80～ 210cm、

深さ8～ 22cm、 断面での観察結果は40cm [断面形]逆台形  [土橋部]不明  [埋土の状況]自然埋

没  [出土遺物]混入の縄文土器のみ 【埋葬施設】[有無]不明 【その他】[墳丘]断面で把握でき

ず  [外表施設]な し  [付属施設]不明  [時期]詳細時期は不明であるが、S B16と の新旧関係

から弥生時代後期後半以降と考えられる。

② S M03(挿図13、 第 7図38)

[検出位置]A V35付近  [重複]S B15を切り、 S K71。 S E02に 切られる [調査所見]掘 り込み

面より約25cm下がった地山上面で把握 した  [規模]周溝内法9.8× 9。 4m、 周溝外法12.2× 12.2m

[内法面積]90。 8ぽ  [形態]方形  [主軸]N57° W 【周溝】[規模]幅 76～ 174cm、 深さ13～ 59cm

[断面形]逆台形  [土橋部]南東辺の南寄りに設けられる [埋土の状況]自然埋没  [出土遺物]

縦に櫛描きの羽状文が施される甕が僅かに含まれるが、後期の壺 。甕が主体である 【埋葬施設】[有

無]把握できず 【その他】[墳丘]不明  [外表施設]な し  [付属施設]な し [時期]弥生時代

後期前半。

第 6節 中世

(1)溝址・溝状址

自然流路 S D12・ S D13・ S D17～ S D19の うち、 S D12。 S D13に ついては一部掘り下げを行った。

出土遺物からS D12は古墳時代以降、S D13は奈良時代以降に比定される。下限は重複関係から近世ま

で下る可能性がある。S D17～ S D19は 平面確認のみで、具体的に時期の判る遺物は出土していない。

いささか乱暴であるが、これらの自然流路の時期をひとまず中世を中心とする時期と捉えておきたい。

(2)小柱穴

形態から本期に属するものがあると考えられるが、詳細は不明である。
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第 7節 近世～近代

(1)地下室

S K58は 2箇所に屈曲があり、コの字状を呈する。南端底面が一段高く、埋められた材の木質部が遺

存していた。材は端部を礫で押さえられ、図示した礫の上にはもうひとつ礫が載せられていた。この仕

切り材と考えられる材の痕跡から北東に向かって、底面が低くなる。壁がほぼ垂直に立ち上がるが、北

東辺の外側壁は上部が懸架した形となっており、この部分を中心に底面はやや高い。壁下には土留めの

ための杭等の痕跡はない。埋土はプロック状になっており、一気に埋め戻されたと考えられる。

S K71(挿図11)は壁際に土留め板を抑えるための杭がある。平面隅丸長方形を呈し、壁は垂直に立

ち上がり、底面も平坦である。形状から地下室と考えられる。

(2)暗渠排水

S D26は扁平礫を立て並べ、その上に扁平礫を架している。上部を 5～ 10cm程度の礫が覆う。内部か

ら磁器小瓶片 (蛸唐草文)と考えられる破片が出土しており、近世後期に比定される。S D27は S D26

と同構造を有し、S D26に接続する。接合部分でS D27の蓋石の方向が変わることから、S D26と 同時

ないしやや新しいと考えられる。S D29は掘り方の幅がほぼ一定しており、扁平礫を立て並べ、その上

に扁平礫を架し、さらに上部を細かい礫で覆う。扁平礫の組み方から近世後期の暗渠排水と考えられる。

(3丼戸

調査区内に3基の井戸が確認された。S E02は上面からみると円形であるが、石積みは4面積みを基

調としている。30～ 40cln大のやや扁平な野石が乱層積みされ、小礫が裏込めされる。作業中の安全を確

保するため、70cm程度で掘削を中止し、底面まで完掘していない。 S E03・ S E04は縦に土管が埋設さ

れ、周囲は砂等で埋められており、時期が下るものと考え、確認にとどめた。

(4)溝址・溝状址

S D21～ S D24は 自然流路S D12を切る。平行して走る状況から、水田に付随する小規模な水路と考

えられる。また、S D23は S D25を 切る。これらのSD群は出土遺物や重複関係から近世に比定され、

下限は19世紀まで下ると考えられる。

(5ンjヽ柱穴

形態や出土遺物から近世に比定されるものがあり、掘立柱建物址を構成するものと考えられるが、組

み合うものは把握できなかった。

第 8節 時期不明

(1)溝址・溝状址

S D14は鉤の手状を呈し、形態が弥生時代の囲溝址に類似する。S D15は住居址周溝のように弧状を

呈する。
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第Ⅳ章 まとめ

飯田城下町遺跡は飯田市街地に重なるため、前述のとおり近世以前の埋蔵文化財の状況は不明な点が

多い。今回の飯田郵便局々舎建替事業地についても現局舎部分を中心に既に大きく破壊されており、遺

跡の全体像を描くにはほど遠いが、時代毎に概括し、総括とする。

1.縄文時代

縄文時代には、12棟の竪穴住居址が調査され、重複関係等から少なくとも3時期の変遷が把握された。

多くは既存の局舎北側に位置するが局舎南西側の南区でも2棟調査されており、既存の局舎によりその

多くが破壊されたものの、相当数の住居址の存在が推定される。その分布はやや弧状を呈しており、谷

川までそう距離がないこと等から、縄文集落に通例の環状構造はとらず、半環状を呈すると考えられる。

なお集落は調査地点の北側に延びていることは疑いなく、大規模な集落であったことは想像に難くない。

また、住居址の検出はないものの、後期に下る土坑もあることから、集落の存続期間も相当長期に及ん

だと考えられる。住居址群の北西側や南東側には土坑をはじめ多数の穴が掘り込まれている。竪穴住居

址の分布状況からみて谷川に面した北西側に該期集落の広場と考えられる部分があり、居住域の内外縁

に墓域が分布している可能性が考えられる。竪穴住居址の主軸方向からみると住居址の入回は広場とは

90° 方向を異にし、南西方向をとる。こうした状況から、本集落は居住域の南東側に集落外に通じる道

があったことが考えられる。

これまで市街地での縄文時代の集落については、大門町で中期中葉の住居が断片的に知られていた他、

源長川に面した箕瀬遺跡で数棟の竪穴住居址が調査されており、城下町形成とそれに引き続く市街地化

の過程で不分明であった該期の様相が少しずつ明らかにされつつある。今次調査はこうした点で重要な

知見を提供するものといえる。

また、断片的な遺物出土であるものの、本調査地点での人間活動の痕跡が8,000年前の縄文時代早期

に遡り、飯田城跡内で出土した細石刃核や箕瀬遺跡の押型文土器と合わせて、縄文時代の最初頭には少

なくとも活動の場であったことが把握された。こうした草創期・早期の遺物確認は天竜川西岸の低位段

丘上では点々と行われており、竪穴住居址等具体的な居住の痕跡はないものの、定住集落の存在はほぼ

確実な状況にある。本遺跡においても谷川を控えた条件に恵まれた場所であることから、押型文期集落

の存在が想定される。

2.弥生時代

弥生時代には竪穴住居址 1棟・方形周溝墓 2基が調査された。集落景観等を把握することは困難であ

るが、既存局舎により破壊された部分および調査地点北側に住居址 0周溝墓が展開し、谷川に沿って住

居 0墓が分布する姿が想定される。羽場曙遺跡・方角東遺跡をはじめ中位段丘上の該期集落の諸例から

みて、数棟単位から構成される集落があった可能性が考えられる。また、谷川に並行して集落が展開す

る姿からは、谷川と集落の間の部分での稲作、集落の東側では畑作といった生産活動が行われた可能性

が考えられる。
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3.中・近世

中世から近世前半の状況は詳述しがたいが、S D21～ S D24と いった水田に関連すると考えられる遺

構から、中位段丘の水田開発が進んだことが看取される。今次調査結果と同様、年代的な位置づけは十

分でないが、羽場曙遺跡で把握された中世の溝址群 (飯田市教委 2003b)等 もこうした状況を示すも

のと考えられる。

近世後期には飯田城下町が拡大し、本地点でも町屋が営まれる。暗渠排水 S D26。 S D27。 S D29の

状況を見ると、先行するS D26が地形に沿って設けられているのに対し、 S D27・ S D29が街路に対し

て直交方向に直線状に配されている。市街地の無秩序な拡大が先行し、中途から計画的に整備された町

の様子が窺える。ただ、S D29の上部に旧耕土と考えられる土層があるなど、部分的かつ断続的に耕地

化された時期があったと思われる。あるいは谷川の南側には武家地が広がっていたことから武家給地等

があった可能性も考えられる。

前述したとおり、谷川に面した部分には古墳時代以降近世後期までの間に自然流路が幾筋も確認され

ている。また、S B16か ら東側の平坦な部分の基本層序で、洪水に起因すると考えられる砂が断片的に

把握されている。先にみた谷川等の河川の流路変更もまた、主に洪水に起因すると考えられ、本調査地

点周辺をたびたび自然災害が襲ったことが窺える。

以上のとおり、調査によりさまざまな知見が提供され、先人達の活動の一端が明らかにされた。市街

地地区での開発は一部大規模な再開発が予定されているものの、個別の建物更新がその中Jら でヽあり、規

模の小さなものが多い。こうした中での埋蔵文化財保護の取り組みは必ずしも充分でないのが実状であ

るが、調査を積み重ねることにより丘の上の辿ってきた姿や果たしてきた役割が解明されていくことが

期待される。今後さらに手厚くその保護を進めることが肝要である。
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図版NQ遺構名 器種 石 材 長さ×幅×厚さ(mm)重量(g)備 考

1

2

3

4
5
6
7

8
9
10
11

12

13
14

15
16

17

18

19

20
21

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

SB04
SB04
SB04
SB04
SB05Pl
SB05P2
SB05P2
SB05P3
SB07
SB07
SB07
SB07
SB07
SB07
SB07Pl
SB08
SB08
SB08
SB10P2
SB12・  14
SB12
SB12・  14
SB12・  14
SB12 0 14
SB12 0 14
SB12
SB14
SB14
SB14
SB14
SB14P7
SB14P7
SB15
SB15
SB15
SB15
SB15
SB15
SB15P8
SB15Pll
SK56
SK58
SK63
SK67
SD12
SD12
SD12
SD12
SD12
SD12
SD13
SD13
SD13
SD13
SD13
遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外
SB06
SB06
SB06
SB07
SD13
A∪02P2
遺構外

横刃型石器
横刃型石器
横刃型石器
磨製石斧
横刃型石器
横刃型石器
磨製石器
横刃型石器
打製石斧
打製石斧
横刃型石器
横刃型石器
砥石
砥石
石錘
横刃型石器
打製石斧
打製石斧
横刃型石器
横刃型石器
横刃型石器
横刃型石器
打製石斧
打製石斧
打製石斧
石皿
打製石斧
打製石斧
打製石斧
石錘
横刃型石器
敲石
打製石斧
打製石斧
打製石斧
横刃型石器
横刃型石器
粗製石匙
打製石斧
横刃型石器
打製石斧
打製石斧
台石
打製石斧
打製石斧
打製石斧
横刃型石器
横刃型石器
横刃型石器
磨製石斧
打製石斧
横刃型石器
横刃型石器
磨製石斧
石錘
横刃型石器
打製石斧
打製石斧
打製石斧
打製石斧
打製石斧
打製石斧
大形粗製石匙
石錐
石鏃
石鏃
ヒ
゜
エス・エスキーユ

石鏃
石鏃
削器

硬砂岩   55× 74× 15

硬砂岩  53× 一×19

硬砂岩   43× 87× 12

硬砂岩   92× 48× 20
硬砂岩   54× 83× 16

硬砂岩   46× 120× 21

緑色岩   ―×24× 8
硬砂岩   54× 94× 14

緑色岩    105× 48× 13

硬砂岩   ―×46× 15

硬砂岩   76× 132× 22
粘板岩 ?  37× 58× 17

不明   53× 37× 10

砂岩     29× 25× 9

硬砂岩   73× 45× 15

緑色岩   42× 67× 10

緑色岩    131× 46× 25
硬砂岩   154× 51× 20
硬砂岩  44× 58× 6

硬砂岩   54× 73× 11

硬砂岩   62× 96× 12

硬砂岩   56× 37× 8
緑色岩    114× 47× 23
緑色岩   99× 40× 15

珪質片岩  90× 45× 17

花商岩   253× 238× 85
緑色岩   95× 36× 11

硬砂岩   117× 52× 21

緑色岩    182× 50× 35
硬砂岩   66× 41× 15

硬砂岩   37× 62× 10

硬砂岩    133× 47× 40
緑色岩    127× 53× 15

緑色岩  81× 37× 11

硬砂岩   76× 50× 13
硬砂岩   63× 76× 13

硬砂岩   49× 64× 10

緑色岩   50× 32× 10

緑色岩   98× 35× 10

硬砂岩   57× 94× 13

硬砂岩    123× 49× 23
硬砂岩   95× 41× 20
花商岩   ―×242× 128
硬砂岩   135× 74× 25
緑色岩    108× 41× 10

硬砂岩    116× 48× 20
硬砂岩   50× 86× 10

硬砂岩   56× 100× 17

硬砂岩   77× 46× 18

緑色岩   ―×31× 12

硬砂岩    120× 37× 15

硬砂岩   61× 77× 16

硬砂岩   56× 79× 12

緑色岩   134× 48× 40
硬砂岩   53× 36× 14

硬砂岩   59× 82× 10

硬砂岩    106× 40× 16

硬砂岩   113× 41× 14

硬砂岩   121× 59× 29
硬砂岩   158× 58× 27
緑色岩  83× 47× 17

緑色岩   97× 36× 9
硬砂岩    100× 38× 14

黒曜石   35× 13× 8
黒曜石    19× 14× 5
黒曜石   12× 12× 3

黒曜石   19× 17× 8
黒曜石   24× 18× 5

黒曜石   19× 14× 3

黒曜石  26× 20× 10

第 2表 石器観察表

折損

敲打器に転用

打製石斧から転用
折損

刃部摩滅
刃部折損

背・腹面とも摩耗が著しい
刃部摩滅

刃部摩減
刃部摩滅

刃部摩滅
刃部摩滅
刃部摩減

刃部摩滅
刃部摩滅

刃部摩減
全体が著しく摩耗
刃部摩滅

基部折損
流水のため著しく摩滅

刃部再生、基部欠損

刃部摩滅
刃部摩減
刃部摩減

刃部摩滅
摩滅

53
74
45
97
78
101

16

76
110
62
281
16

20
11

75
39
122
183
21

50
72
17

131

93
86
6700
60
146
412
50
17

387
123
43
53
59
25
13

60
65
168
92
7600
302
50
115
42
89
47
33
79
78
54
416
42
52
93
96
234
285
63
53
50
3

1

1

2

2
1

5
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３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

ひ
彎
争

，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，
３
彎

ひ
彎

３
彎

，
，

３
彎
ヤ
ヤ

⊃
姜

ひ
彎
争

，
３
彎

ひ
彎

ひ
彎

，
，
Ｄ
徹

⊃
や

３
ｅ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
■

，
，
Ｄ
姜

⊃
や

⊃
徹

⊃
姜

ひ
彎

，
，

噛
滞
雌
　
　
　
倒
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

画
鷺
畔
　
　
∝
ヽ
∞
α
＞
Ю
．ト

叫
叫
　
　
ｒ
＼
劇
∝
＞
Ю
．ト

鯉

憔

雷

　

　

劇
ヽ

α
＞
Ю

叩
驚
習
　
　
　
∞
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ

叩
滸
Щ
　
　
　
Ｎ
ヽ
∞
＞
Ю
．Ｎ

一堕
評
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
り
．ト

呻
常
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ю
．ト

一Ｗ
評
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
ゆ
．ト

リ
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

祥̈
憮
樗
い
　
　
　
Ｎ
＼
寸
α
＞
〇
一

叩
辞
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

画
露
職
　
　
Ｎ
＼
Ｎ
α
ン
Ю
．ト

叩
露
習
　
　
　
∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

叩
幕
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

叩
辞
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

呻
静
雌
　
　
　
倒
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

叩
幕
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

面
喜
醒
叫
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ю
．ト

叩
滸
雌
　
　
　
倒
＼
∞
α
卜
〇
¨

雨
尋
正
叫
　
　
∝
＼
∞
∝
卜
Ю
．ト

画
責
畔

　
　
ｒ
＼
∞
α
メ
ｏ
¨

叩
幕
雌
　
　
　
∝
＼
∞
α
＞
Ｏ
Ｆ

叩
幕
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

叩
第
雌
　
　
　
一
＼
∞
∝
＞
Ｏ
Ｆ

呻
辞
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

嘔
蘇
Щ
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

画
■
畔
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ю
．ト

面
群
囃
叫
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ю
．ト

叩
幕
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
〇
一

叩
幕
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
〇
一

叩
辞
Щ
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

呻
辞
雌
　
　
　
ｒ
ヽ
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

嘔
第
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

嘔
錦
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

呻
幕
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
α
メ
〇
一

叩
辞
雌
　
　
　
Ｎ
＼
め
に
＞
〇
一

叩
露
翌
　
　
　
∞
＼
∞
∝
＞
〇
一

α
ヤ

αααα口ααα口ЦЦ口α口暉Ц暉暉Цα  ,α α暉暉Ц暉 |ぜ αααα l四 αロ

8易 雰易易易洲38888易 拐

""房
易388易 易洲38881388381388

第 3表 遺溝属性表(1)

劇
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

ｒ
＼
寸
α
＞
Ю
．ト

劇
＼
Ｎ
∝
＞
り
．ト

Ｎ
ヽ
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

銀

眠
海

Ｎ
ｒ
ｍ
∽

寝

肛

里
Ｎ
ｒ
ｍ
∽

ｏ
Ｌ
倒
ｒ
ｍ
∽

∞
Ｌ
倒
ｒ
ｍ
∽

卜
α
倒
一
ｍ
∽

ｏ
Ｌ
倒
一
ｍ
∽

ゆ
Ｌ
劇
¨
∞
∽

ヽ
Ｌ
図
ｒ
ｍ
∽

Ｎ
Ｌ
Ｎ
ｒ
ｍ
∽

ｒ
α
劇
ｒ
∞
∽

寝

劇
ｒ
∞
∽

寸
ａ
ｒ
ｒ
ｍ
∽

∞
ａ
ｒ
ｒ
ｍ
∽

Ｎ
Ｌ
ｒ
ｒ
ｍ
∽

ｒ
Ｌ
ｒ
ｒ
∞
∽

ｒ
ｒ
ｍ
∽

ヾ
Ｌ
ｏ
一
ｍ
∽

∞
Ｌ
Ｏ
ｒ
∞
∽

∝
Ｌ
ｏ
ｒ
ｍ
∽

ｒ
Ｌ
Ｏ
ｒ
∞
∽

ｏ
ｒ
ｍ
∽

Ｏ
α
∞
ｏ
ｍ
∽

Ю
α
∞
〇
∞
∽

ヽ
Ｌ
∞
ｏ
ｍ
∽

∞
α
∞
ｏ
ｍ
∽

倒
∝
∞
ｏ
ｍ
∽

ｒ
α
∞
〇
∞
∽

釉
量
ｍ
曜
卜
〇
∞
∽

寸
Ｌ
卜
〇
∞
∽

∞
飩
卜
ｏ
ｍ
∽

Ｎ
Ｌ
卜
〇
∞
∽

一
Ｑ
卜
〇
∞
∽

一
Ｌ
Ｏ
ｏ
ｍ
∽

Ю
Ｌ
Ю
ｏ
ｍ
∽

寸
Ｌ
り
ｏ
ｍ
∽

∞
Ｌ
Ю
Ｏ
∞
∽

Ｎ
Ｌ
Ю
Ｏ
∞
∽

Ю
ｏ
ｍ
∽

嚇
無
齢
叫
寸
〇
∞
∽

∞
Ｌ
寸
ｏ
ｍ
∽

倒
α
寸
〇
∞
∽

一
征
寸
ｏ
ｍ
∽

寸
〇
∞
∽

Ｎ
Ｏ
∞
∽

-40-

柑
撃

ゼ

世

尽
颯
＝
ョ

郷

畿

（５
）
国
嶼

暮
響

　

ひ
鴨
Ｄ
　
坦
「

Ｊ
雲
＝

鵬
Ｊ
絆
雖
∽
「
　
　
Ｗ
鰹
錮



世
套
ゼ
雷
α
嵌

。議
含
詭
迪

　

　

　

世
否
ゼ
世
雲
担

。０
佃
囁
轟
却
尽
翠
褒

。０
佃
唱
さ
や
Ｓ
翠
痕

。●
伽
囁
頭
や
軍
コ

。●
伽
囁
ぶ
や
Ｓ
コ

。０
伽
囁
０
や
Ｓ
Ｊ

．●
伽
囁
０
や
Ｓ
コ

。●
佃

Ｖ
憔
や
Ⅸ

。●
佃
噌
お
や
Ｓ
ざ
裏

日
樹
゛
ミ
９
Ｌ
斜
鍛
〕

日
樹
゛
ミ
寸
Ｌ
Ｓ
ｍ
∽

日
燎
゛
ミ
∞
Ｌ
斜
∞
∽ 侭 痕翼褒

鰹

∞
貯
―
熙

′薇
巡
・畷
■
―
駆

ｍ
田
Δ
貯
―
＝

銀́
督
・辰
渾
・薇
■
―
鰹

〓

。口
ｚ
輝
嘔
び
々
せ
抱
朕

ギ
”
２
Φ
哩

「́
奏
ｏ
∞
∞
抱
嘔

３

。Ю
．留
ｚ
縣
暉
′引
バ
ｏ
２

側
暉

〓
ｂ
孝
〓
後
尋
鳴
一一２
Φ醍
百
奪
哩゙
「́
否
８
一悩

　
３
彎

，
，

］
ｂ
〓
・〓
ｂ
≡
轟
嘔
“
一２
一掏
騰
∞́“２
”
嘔
引́
委
ｏヽ
や
嘔
　
　
　
　
　
⊃
＾ヽ

］
ち

，
轟
暉
専́
２
Φ一抱
Ｋ
ざ
ｏ一２
９
一哩
「́
＾
８
一嘔
　
　
　
　
　
　
―

〓

ち
．曽
子
Ш
ち
．編
ｚ
輝
嘔
‘
斜
掏
駄
ギ
８
哩
　
　
　
　
　
―

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

Ｄ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，
３
彎

ひ
彎

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，
Ｄ
轟

ひ
彎

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，

３
捻

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
く

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

駆
枢
К

　

倒
ヽ
∝
卜
９

　

　

ｏ
Ｎ
∩
∽

―
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｏ
一
０
∽

―
　
　
　
　
　
―
　
　
　
∞
ｒ
∩
∽

―
　
　
　
　
　
―
　
　
　
卜
ｒ
∩
∽

―
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｏ
一
∩
∽

面喜
叫
叫　
　
　
　
一
ヽ
∞
＞
め
．Ｎ
　
　
　
　
め
ｒ
∩
∽

噛
常
雌
　
　
　
ｒ
＼
ｏ
卜
Ю
．Ｎ
　
　
　
　
寸
ｒ
∩
∽

―
　
　
　
　
　
―
　
　
　
∞
ｒ
ω
∽

呻
第
雌
　
　
　
∞
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
　
Ｎ
Ｆ
∩
∽

呻
常
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
　
∞
一
ｍ
∽

一り
幕
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
∝
卜
Ю
．卜
　
　
　
∞
Ｌ
卜
一
ｍ
∽

呻
常
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
Ｎ
Ｌ
卜
一
∞
∽

面
喜
鰤
叫
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
Ю
．卜
　
　
　
ｒ
α
卜
¨
ｍ
∽

呻
蔀
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ю
．ト
　
　
　
　
ト
一
∞
∽

面
尋
叫
叫
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
ヽ
α
Ｏ
一
∞
∽

呻
錦
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
∝
卜
〇
一　
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
一
ｍ
∽

叩
蔦
雌
　
　
　
Ｆ
＼
∞
∝
＞
０
．卜
　
　
　
Ｎ
∝
Ｏ
ｒ
ｍ
∽

呻
幕
雌
　
　
　
Ｆ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
職
螢
Ш
「Ю
一
ｍ
∽

面
喜
叫
叫
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
”
ｒ
∝
Ю
一
∞
∽

面
祥
耐

　̈
　
　
ｒ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
一
一
∝
Ю
ｒ
∞
∽

里̈
諦
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
〇
一
Ｌ
Ю
Ｆ
∞
∽

面
尋
成
叫
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
Ｏ
Ｌ
Ｏ
ｒ
∞
∽

叩
蔦
雌
　
　
　
　
ｒ
ヽ
∞
＞
Ю
．Ｎ
　
　
∞
Ｌ
Ю
ｒ
∞
∽

一Ｗ
蘇
雌
　
　
　
ｒ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
卜
∝
Ю
ｒ
ｍ
∽

面
祥
醒

　̈
　
　
ｒ
＼
∞
α
ン
〇
一　
　
　
Ｏ
Ｑ
Ю
ｒ
ｍ
∽

面
尋
離

　̈
　
　
ｒ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｏ
Ｌ
め
ｒ
∞
∽

一堕
蔦
雌
　
　
　
劇
＼
∞
α
卜
Ю
．卜
　
　
　
寸
α
Ю
ｒ
∞
∽

面
尋
囃

　̈
　
　
一
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
め
ｒ
∞
∽

面
尋
鰤

　̈
　
　
ｒ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
Ю
ｒ
∞
∽

叩
幕
雌
　
　
　
　
ｒ
＼
∞
＞
Ю
．倒
　
　
　
”
α
Ю
Ｆ
∞
∽

呻
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
”
∝
＞
Ｏ
Ｆ
　
　
　
　
Ю
ｒ
ｍ
∽

面
尋
枷
」
　
　
　
∞
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
〇
一
Ｌ
寸
ｒ
∞
∽

里̈
派
雌
　
　
　
∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
Ｏ
Ｑ
寸
ｒ
ｍ
∽

一り
幕
雌
　
　
　
劇
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
∞
Ｑ
寸
ｒ
∞
∽

一堕
幕
雌
　
　
　
劇
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
卜
Ｌ
寸
ｒ
∞
∽

‐―
　
　
　
　
　
　
　
　
‐Ｉ
　
　
　
Φ
Ｌ
ヽ
ｒ
ｍ
∽

一Ｗ
Ｔ
Щ
　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
Ю
Ｌ
寸
ｒ
∞
∽

叩
常
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
ン
Ｏ
ｒ　
　
　
ヽ
Ｌ
ヽ
ｒ
∞
∽

面
幕
叫
叫
　
　
　
倒
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
∽
Ｌ
寸
ｒ
∞
∽

呻
幕
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
ン
Ｏ
ｒ　
　
　
Ｎ
Ｌ
寸
ｒ
∞
∽

‘―
　
　
　
　
　
　
　
　
‐ｌ
　
　
　
ｒ
Ｌ
ヽ
ｒ
∞
∽

叩
■
習
　
　
　
∞
＼
∞
∝
卜
〇
一　
　
　
　
∞
”
∞
∽

⊃
||1徹

α
,      α

l,α llll(

1易 31111∽

α  α
, '
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第 4表 遺構属性表 (2)

■

　

ｏ
コ

-41-

＃
撃

ゼ
世

ぶ
錮
＝
ヨ

“
畿

（５
）
咽
嶼

ぎ
聟

　

ひ
悩
⊃
　
坦
引

Ｊ
螂
＝

鵬
Ｊ
冊
攣
鴇
　
　
叩
撃
呵



。日
樹
゛
ミ
Ｆ
寺
∞
卜
く

。
こ
り
∞
∽
く
二
等
∞
∽
く
。側
卜
響

。３
彎
郷
翌
ぽ
Ｏ
罫
＝
く
製
囮
∞Ｑ
あ

０
佃
や
侭

。日
熙
゛
ミ
圧
卜
劇
ｏ
く

。日
熙
゛
ミ
圧
Ю
学
ｔ

。日
燎
゛
ミ
ゆ
∝
Ю
ヽ
く

側
卜
響

。日
熙
゛
ミ
Ｎ
等
Ｎ
覆

。日
熙
゛
ミ
Ｆ
寺
Ｎ
覆

畔
雷

刹
製

刹
颯

世
否
暉
刹
２

世
バ
製
刹
２

。０
伽
却
Ⅸ
　
　
　
　
　
　
　
　
刹
製

刹
製

鰹

陣
煎

バ
瞑
Ｌ
疑
）粛
理
・網
興
引
・側
■

刹
製

　

八
際
Ｌ
疑
）墨
‘
―
墨

バ
隠
握
製
）側
貿
躙
・貯
冬
―
選

目
‘
―
題
｛
爛
く
‘
］八
際
Ｌ
疑
）目
―
醤

鰹́

穴
際
Ｌ
疑
）騒
畑
］―
墨

鰹́

Ш
　
。寸
劇
Ｚ
響
蔦
暉

“
２
一
側
駄
ざ
寸
２
ｏ
∞
響
６
あ
抱
嘔
　
　
　
・ひ
彎

Ш

ｂ
Ю
Ｎ
ｚ
縣
暉

“
―
ヽ
側
賦

″専
―
コ
哩

″引
否
Ю
∞
Φ
掏
嘔
　
　
　
∋
捻

Ш
。２
７
Ш
』
∞ｚ
督
暉
ご
一を
∞
抱
騰

′８
２
お
響

′引
バ
ｏ
〓

刊
嘔
　
Ｄ
ｅ

，
，

Ш

ｂ
∝
ｚ
縣
暉

ぶ
ｌ
ｒ
抱
駄

′〓
２
ｏ
響

′引
否
３
ｒ
掏
嘔
　
ひ
く

，
，

↑
辰
■
―
螺

冊
巡
薇
■
―
鰹

樹
巡
薇
■
―
鰹

薇
渾
―
鰹

畿
Ｅ
攣

冊
運
薇
■
―
露

疑
巡
―
鰹

薇
巡
―
鰹

柵
渾
辰
■
―
鰹

陣
佃

′冊
巡
薇
巡
―
鰹

薇
■
―
鰹

Ｋ
い
ミ
′口

′精
‘
・侭
‘
―
墨

′目
‘

八
瞑
寝
製
）Ｓ
Ｉ
八
屎
Ｌ
疑
）爆
そ
―
観

′薇
■
―
鰹

罫
Ｋ
　
　
　
　
　
（ｏ
卜
）め
Ｎ
×
―
×
ｏ
寸
　
ひ
■

，
，

磁
Ｅ
埋
測
Ｋ
　
　
　
　
　
（専
）ｏ
∞
×
∞
寸
×
Ｓ

　
３
Ｓ

，
，

罫
Ｋ
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３
■

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
ｅ

，
，

駆
畔

駆
旺

駆
畔

叩
畔

駆
晰

駆
畔

畔
ヽ
―
い
ヽ

駆
畔

駆
畔

駆
吐

駆
旺

駆
唖

駆
唖

駆
枢
二
´
里

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
旺

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
畔

叩
畔

駆
旺
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第 6表 遺構属性表 (4)
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柑
樫

ゼ
歯

Ｓ
鋼
引
■

杯

畿

（５
）
嘲
嶼

坦
聟
　

ひ
悩
Ｄ
　
製
＝

Ｊ
螂
＝

鵬
０
冊
雖
錠
　
　
叩
撃
製



コ
颯
・
Ｉ

靭
巡
賢
■
ｌ
鰹螺

↑
鰹

靭
巡
題
■
―
鰹

靭
渾
辰
■
―
鰹

刹
颯
・
〓

鰹暉

鮒
渾
薇
■
―
鰹

刹
製
・
Ｉ

。●
佃
囁
轟
や
Ｓ
翠
Ⅸ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糾
根
薇
巡
―
鰹

靭
巡
顕
■
―
鰹

刹
製
・
Ｉ

製
増
・
Ｉ

刹
颯
・
■

↑
駆

靭
渾
薇
■
―
曜鰹

畿
Ｅ
埋

畿
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋
測
Ｋ

磁
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ
拠

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
択

畿
択

罫
Ｋ

畿
Ｅ
測
降

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
酬
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
測
降

磁
Ｅ

畿
測
Ｋ

磁
択
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
蝶
測
Ｋ

冨
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
択
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

戯
Ｅ
埋

畿
Ｅ
響
測
Ｋ

畿
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
響

畿
Ｅ
鯉

∞
Ｆ
×

卜
∞
×

専

（
ｏ
Ｓ

ｏ
Ｎ
×

ｏ
∞

×

ｏ
寸

Ｏ
Ｎ
×

Ｏ
Ю

×

Ю
り

（
∞
国
）
〇
一
×

∞
寸

×

〇
ト

∞
¨
×

〇
寸

×

ｏ
寸

〓

×

卜
ｏ
×

ｏ
寸

Ю
Ｆ
×

Ю
劇
×

倒
∞

Ｎ
一
×

∞
ヽ

×

―

ヽ
ｒ
×

Ｏ
Ｎ
×

卜
劇

ｏ
Ｎ
×

専

×

ｏ
Ю

ｏ
ヽ

×

―

×

ｏ
ｏ
一

０

×

Ｎ
ｏ

×

Φ
∞

寸

×

〇
∞
×

―

９

×

ｏ
Ｎ
×

ｏ
∞

ｒ
”
×

〇
∞

×

寸
∞

寸
∞

×

―

×

一
ヾ

∞
Ｎ
×

寸
寸

×

Φ
寸

∞
ｒ
×

ｒ
寸

×

Ю
寸

Ｏ
ｒ
×

∞
寸

×

∞
寸

Ｏ
Ｆ
×

０
寸

×

等

斜

×

ｏ
∞

×

Φ
∞

∞
ｒ
×

∞
倒
×

卜
Ｎ

Ｎ
ｒ
×

等

×

３

∞
ｒ
×

∞
ｏ
×

Ю
Φ

∝
ｒ
×

寸
∞

×

〇
寸

ｒ
ｒ
×

∞
Ｎ

×

〇
寸

Ｎ
凶
×

Ю
∞

×

卜
∞

Ю

×

卜
∞

×

劇
寸

Φ
Ｆ
×

―

×

Ｎ
ｏ

Ｏ
Ｎ

×

∞
∞
×

―

６
∞
と
ｒ
×
―
×
寸
ト

ト
ｒ
×

∞
卜
×

Ю
０

（
Ｒ

）
曽

×

ｏ
∞
×

―

Ｏ
ｒ
×
∞
∞
×
Ｎ
寸

ｏ
×
寸
∞
×
∞
∞

〓

×

卜
寸

×

ｏ
ｎ

ｒ
劇
×

∞
ｒ
×

ｏ
ｒ

〇
一
×

ｒ
倒
×

∞
劇

９

×

９

×

∞
Ｎ

∞
×

営

×

９

Ю
¨
×

（
Ｏ
卜
）
×

（
∞
Φ
）

Ю
ｒ
×

∞
Ю
×

Φ
Ю

６

と

×

∞
寸
×

―

寸
¨
×

劇
寸
×

―

（
ｏ
Ｎ
と

×

ゆ
∞
×

卜
∞

Ю
×

Ｏ
劇
×

Ю
劇

倒
一
×

Ｏ
ｎ
×

Ｎ
Ｏ

ひ
彎

，
，

３
ｅ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
ｅ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
彎
ヤ

，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

３
■

，
，

３
く

，
，

３
ｅ

，
，

３
捻

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

ひ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

３
■

，
，

３
■

，
，

３
■

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
争

ひ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

３
彎
争

，

３
く

，
，
３
彎

ひ
彎

ひ
彎

ひ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
ｅ

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

８

　
　
　
駆
畔

ｏ
コ
　
　
　
駆
唖

ｏ
コ
　
　
　
駆
旺

ｏ
コ
　
　
　
駆
唖

ω
コ
　
　
　
駆
畔

ｏ
コ
　
　
　
駆
畔

ｏ
コ
　
　
　
К
叩

ｏ
コ
　
　
　
К
駆

ｏ
コ
　
　
　
К
叩

ｏ
コ
　
　
　
駆
畔

ｏ
コ
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
　
К
枢

ω
∽
　
　
　
駆
畔

ω
∽
　
　
　
鯉
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
唖

９
∽
　
　
　
駆
畔

り
∽
　
　
　
駆
畔

り
∽
　
　
　
駆
唖

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

ω
∽
　
　
　
　
駆
畔

り
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
駆
К

９
∽
　
　
　
　
駆
雪

９
∽
　
　
　
駆
唖

ω
∽
　
　
　
駆
畔

９
∽
　
　
　
　
駆
畔

り
∽
駆
ヽ
１
３
終
聖

υ
∽
　
　
　
駆
畔

ｏ
コ
　
　
　
鯉
型

α
,
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第 7表 遺構属性表(5)

Ｎ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　

ｒ
Ｌ
∞
〇
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ю
Ｌ
Ｎ
Ｏ
⊃
＜

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
寸
Ｌ
Ｎ
Ｏ
⊃
く

Ｎ
ヽ
∞
α
メ
Ｏ
ｒ
　
　
∞
α
Ｎ
Ｏ
⊃
く

Ｎ
＼
∞
α
メ
〇
一
　
　
倒
∝
Ｎ
Ｏ
⊃
く

国
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　

”
Ｌ
∝
Ｏ
⊃
く

ｒ
＼
寸
∝
卜
Ю
．卜
　
　
寸
ａ
ｒ
ｏ
⊃
く

ｒ
ヽ
寸
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
ｒ
Ｏ
⊃
く

ｒ
＼
寸
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
ｒ
Ｏ
⊃
く

倒
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　

ｒ
ａ
ｒ
ｏ
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
０
．卜
　
　
ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
⊃
く

Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
寸
Ｌ
∞
∞
⊃
く

ｒ
ヽ
寸
＞
ゆ
．Ｎ
　
　
∞
Ｌ
∞
∞
⊃
く

Ｆ
＼
∞
卜
Ю
．Ｎ
　
　
Ｎ
Ｌ
∞
∞
⊃
く

ｒ
ヽ
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
一
Ｌ
∞
∞
⊃
く

ｒ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
¨
　
　

ｒ
α
卜
∞
⊃
く

ｒ
ヽ
∞
＞
Ю
．Ｎ
　
　
劇
Ｌ
Ю
∞
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　

一
Ｑ
Ю
∞
⊃
く

劇
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
劇
Ｌ
Ｎ
∞
⊃
く

∞
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
ｒ
ａ
Ｎ
∞
⊃
く

ｒ
＼
∞
∝
メ
Ｏ
ｒ
　
　
ゆ
∝
一
∞
⊃
く

∝
＼
∞
卜
Ю
．Ｎ
　
　
寸
Ｌ
ｒ
∞
⊃
く

倒
＼
∞
＞
Ю
．Ｎ
　
　
∞
Ｌ
一
∞
⊃
く

ｒ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
一
Ｌ
”
∞
⊃
＜

ｒ
＼
∞
∝
＞
〇
一
　
　
寸
∝
〇
∞
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
メ
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
∞
⊃
く

ｒ
ヽ
∞
＞
０
．Ｎ
　
　
劇
∝
〇
∞
⊃
く

ｒ
ヽ
∞
卜
０
．Ｎ
　
　
一
Ｑ
Ｏ
∞
⊃
＜

ｒ
＼
∞
α
卜
ゆ
．卜
　
　
一
Ｌ
Ｏ
Ｎ
⊃
＜

Ｎ
＼
寸
α
卜
Ю
．卜
　
　
凶
Ｌ
∞
Ｎ
⊃
く

ヽ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　

一
Ｌ
∞
倒
⊃
く

”
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
卜
倒
⊃
く

Ｎ
＼
∞
α
ン
Ｏ
ｒ
　
　
一
Ｌ
卜
Ｎ
⊃
＜

ｒ
ヽ
∞
卜
０
．Ｎ
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
Ｎ
⊃
＜

∞
＼
∞
ン
Ю
．倒
　
　
∝
Ｌ
Ｏ
”
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
⊃
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
ヽ
ａ
ｎ
Ｎ
⊃
く

・―
　
　
∞
Ｌ
Ю
Ｎ
⊃
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
劇
Ｌ
Ю
Ｎ
⊃
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
ｒ
Ｌ
Ю
劇
⊃
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
寸
∝
∞
Ｎ
卜
＜

Ｎ
＼
∞
∝
メ
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
∞
Ｎ
卜
く

ｒ
＼
∞
α
卜
０
．卜
　
　
Ｎ
α
∞
Ｎ
卜
く

り
ヽ
∞
∝
＞
Ю
　
　
ｒ
Ｌ
∞
Ｎ
卜
く

―
・　
　
ｒ
Ｌ
Ю
Ｎ
卜
く

Ｎ
ヽ
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
α
寸
∞
∽
＜

Ｎ
＼
寸
∝
卜
Ю
．Ｎ
　
　
ｒ
α
∞
∞
∽
く
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柑

樫

ゼ
世

ぶ
口
引
ョ

郷
畿

（５
）
国
預

坦
要

　

⊃
悩
⊃
　
翠
＝

Ｊ
野
＝

鵬
Ｊ
絆
雖
∽
「
　
　
Ｗ
鰹
颯



。０
佃
嘲
さ
や
軍
翠
翼

刹
製
・
■

刹
颯

・
Ｉ

世
バ
刹
颯

刹
製
・
Ｉ

製
製
・
Ｉ

刹
製
・
■

刹
颯
・
Ｉ

靭
渾
販
■
！
鰹

靭
選
薇
■
―
鰹

靭
渾
畷
■
―
鰹

靭
巡
薇
■
―
鰹鰹

鰈
き
顕
■
―
鰹

糾
巡
畷
■
―
鰹鰹

靭
巡
―
揆
靭
■
懸
■
！
鰹

薇
■
―
螺

靭
渾
辰
■
―
鰹

靭
巡
辰
■
―
鰹鰹

↑
器
埋鰹

ひ
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

ひ
捻

，
，

３
Ｓ

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

Ｄ
彎

，
，

Ｄ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

Ｄ
く

，
，

３
■

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
■

，
，

Ｄ
く

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

畿
Ｅ
測
Ｋ

罫
Ｋ

５
Ｋ

磁
Ｅ
弊
測
Ｋ

畿
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
測
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

罫
降

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

畿
Ｅ

罫
Ｋ

畿
Ｅ
拠

５
Ｋ

唇
Ｋ

幾
Ｅ
蝶

畿
Ｅ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
測
Ｋ

畿
Ｅ
理

畿
Ｅ
弊

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

凝
Ｅ
撃
釧
Ｋ

磁
Ｅ
弊
測
降

罫
降

畿
Ｅ
埋
測
降

畿
Ｅ

畿
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
嬰

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
攣
測
Ｋ

畿
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ
拠

畿
Ｅ
蝶

畿
Ｅ
測
降

〇
倒
×

ｒ
卜

×

凶
ト

ｏ
一
×

Ｏ
Ｏ

×

―

ド

×

―

×

ｏ
∞

口

×

ｏ
ｏ

×

ｏ
∞

卜
ｒ
×

卜
Ｎ

×

∞
∞

↑

ヾ
）
∞
∞
×

０
０
×

〇
〇
ｒ

∝
ｒ
×

Ｏ
Ю

×

寸
Ю

９

×

―

×

∞
Ю

Ю
劇
×

∞
寸

×

Φ
寸

ｏ
×

０
∞

×

Ｎ
寸

（
Ｏ
Ｎ
）
Ю
一
×

Ю
Ｏ

×

卜
Ｏ
ｒ

め
∞
×

寸
寸

×

Ｏ
ｏ

９

×

―

×

Φ
∞

（
寸
∝
Ｎ

一
×

ｏ
∞

×

ゆ
∞

９

×

―

×

ｏ
寸

∞
一
×

Ю
Ｎ

×

ｏ
倒

２

×

―

×

倒
∞

卜
倒
×

倒
∞

×

∞
∞

９

×
ｏ
寸
×
―

”

×

―

×

ｏ
∞

（〇
∝
）
一
ｒ
×

０
∞
×

寸
ヽ

（
∞
Ｎ
）
Ｏ
ｒ
×

０
卜
×

一
∞
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Ｏ
Ｏ
＞
く

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ю
．卜
　
　
一
Ｌ
Ｏ
Ｏ
＞
く

∞
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｏ
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
＜

Ｎ
ヽ
∞
∝
卜
〇
一
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
Ｏ
＞
く

ｒ
＼
寸
α
卜
Ю
．ト
　
　
ト
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
く

Ｎ
＼
∞
α
卜
０
．卜
　
　
Φ
住
り
〇
＞
く

∞
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
ｎ
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
く

一
ヽ
寸
α
卜
り
　
　
ヽ
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
く

ｒ
＼
寸
∝
卜
Ю
．Ｎ
　
　
∞
∝
Ю
Ｏ
＞
＜

Ｎ
＼
∞
∝
ン
Ｏ
ｒ
　
　
倒
∝
Ю
Ｏ
＞
く

Ｎ
＼
Ｎ
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
一
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
く

倒
＼
的
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｏ
Ｌ
ヽ
〇
＞
く

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ю
Ｌ
ヽ
〇
＞
＜

Ｎ
＼
∞
α
＞
Ю
．卜
　
　
ヽ
Ｌ
ヽ
Ｏ
＞
＜

∞
＼
∽
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
ヽ
Ｏ
＞
く

Ｎ
＼
Ｎ
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
∝
寸
〇
＞
く

∞
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
一
Ｌ
ヽ
〇
＞
く

・ｌ
　
　
ｏ
Ｑ
ｏ
Ｏ
＞
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ю
∝
∞
〇
＞
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
ヽ
Ｌ
∞
〇
＞
く

Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
Ｏ
＞
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
∞
∝
∞
〇
＞
く
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柑

撃

ゼ
歯

Ｓ
錮
引
ョ

挙

畿

（５
）
嘲
嶼

製
聟

　

ひ
悩
⊃
　
製
刊

硼
野
＝

鵬
Ｊ
冊
雖
∽
「
　
　
Ｗ
撃
錮



。心
颯

３
颯

３
も
旧
召
曖
＞
。
〉
職
Ｅ
メ
一

３
“
慟
心
佃
毒
襲

。０
“
囁
意
や
ぶ

靭
渾
畷
■
―
鰹鰹

刹
颯
・
Ｉ

刹
製
・〓

刹
製
・
Ｉ

鰹

靭
握
薇
■
―
駆

刹
製
・■

畷
■
―
鰹

刹
製
・Ｉ

靭
巡
畷
■
―
駆

靭
巡
畷
■
―
鰹

刹
製
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
‘
―
醤

世
バ
刹
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
伽
引
Ｉ
Ξ

鰹́

鰈
巡
畷
■
―
鰹

↑
駆

鰈
渾
薇
■
―
鰹

靭
巡
辰
■
―
暉

畿
Ｅ
雲
測
降

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
理

機
Ｅ
雲
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿

Ｅ

畿
Ｅ
響
測
Ｋ

畿
Ｅ

ミ
測
Ｋ

畿
Ｅ
測
時

磁
Ｅ

畿
Ｅ

罫
降

畿
Ｅ
蝶
測
Ｋ

畿
測
Ｋ

畿
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

磁
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

戯
択

畿
択
測
Ｋ

畿
Ｅ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

５
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
理

畿
Ｅ
弊
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
坪
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ

畿
Ｅ
岬

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

∞
一
×

寸
０
×

（
Ｎ
９

〓

×

ｏ
ｏ
×

∞
ト

ト
一
×

劇
Ｎ
×

め
Ｎ

め
倒
×

Ｎ
Ｎ
×

０
劇

ｒ
一
×

Ｏ
Ｎ
×

寸
Ｎ

ｒ
¨
×

ヾ
０
×

〇
ヽ

寸
一
×

劇
０
×

〇
〓

ｏ
×

∞
ｏ
×

倒
ヽ

（
∞
じ
∞
×

ｏ
ｏ
×

Ｎ
ｏ

∞
ｒ
×

∞
卜
×

０
０

”
ｒ
×

Ｎ
∞
×

∞
∞

ヽ
×

倒
寸
×

Φ
寸

ｏ
”
×

―

×

ｏ
ｏ

Ｏ
Ｎ
×

（
Φ
卜
）
×

０
０

∞
一
×

∞
∞
×

（
〇
寸
）

０
一
×

（
寸
∞
）
×

∞
∞

９

×

ｏ
∞
×

３

Ｎ
一
×

∞
Ю
×

寸
０

１

×

―

×

８

（
∞
Ｏ

ｏ
∞
×

寸
ｏ
×

―

Ｏ
Ｎ
×

寸
Ю
×

卜
Φ

ヽ
一
×

〇
寸
×

Ю
Ю

（
∞
∞
）
卜
一
×

Ｏ
Ю
×

Φ
Ю

∞
Ｎ
×

〇
寸
×

Ю
寸

卜
一
×

卜
０
×

ｒ
ト

∝
∞
×

ｒ
∞
×

ヽ
∞

６
？
”
）２

×
―
×
―

ｏ
×

―

×

ｏ
寸

め
×

Ｏ
Ｎ

×

Ю
∞

ｏ
ｒ
×

３

０

×

―

〓

×

―

×

∞
∞

騨

×

ｏ
∞

×

∞
∞

∞
∞
×

卜
∞

×

０
０

０
一
×

め
ヽ

×

〇
寸

∞
〇
一
×

（
一
０
）
×

卜
Φ

∞
ｒ
×

卜
∞

×

等

０
一
×

〇
∞
×

卜
∞

―

×

―

×

８

一

一
∞
×

ヽ
∞

×

等

∞
ｒ
×

∞
０

×

〇
ト

一
Ｎ
×

∞
∞

×

卜
∞

め
一
×

卜
∞
×

∞
∞

営

×

Ю
∞

×

Ю
寸

∞
×

∞
寸

×

卜
め

Ｏ
ｒ
×

〇
り
×

Ю
ｏ

Ｎ

×

―

×

ゆ
寸

Ｎ
＼
∞
α
＞
〇
一
　
　
一
Ｌ
Ｏ
倒
Ｘ
く

Ｎ
＼
∞
＞
Ю
．図
　
　
”
∝
∞
Ｎ
Ｘ
＜

Ｎ
＼
∞
α
＞
〇
一
　
　
∞
Ｌ
卜
Ｎ
Ｘ
く

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
卜
Ｎ
Ｘ
く

Ｎ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
ｒ
Ｌ
卜
∝
Ｘ
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
¨
Ｌ
０
９
５
く

¨
＼
ヽ
∝
＞
Ю
　

Ｏ
Ｌ
Ю
９
多
く

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
寸
Ｌ
Ю
Ω
≧
″く

倒
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
∞
Ｌ
ゆ
Ｏ
Ｓ
く

Ｎ
＼
∞
∝
＞
〇
一　
　
劇
∝
Ю
９
ダ
＜

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
ｒ
Ｌ
Ю
９
多
く

∞
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ　
　
卜
Ｌ
寸
９
多
く

Ｎ
＼
∞
∝
卜
〇
一　
　
Ｏ
Ｌ
ヽ
９
多
く

αЦααααααttα ααα

38883888拐 雰易雰雰

疑醤醤器醤疑墨醤疑醤議疑議

ひ
ｅ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
愛

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
ｅ

，
，

３
彎
争

，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

ひ
捻

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

ひ
総

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

ひ
く

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

ひ
捻

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
ｅ

，
，

駆
畔

駆
旺

駆
唖

駆
唖

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
型

駆
雷

駆
雷

駆
雷

駆
畔

駆
畔

駆
畔

叩
唖

駆
Ｋ
雷

駆
畔

駆
旺

駆
叫

叩
旺

駆
唖

駆
畷

叩
旺

駆
唖

駆
畔

駆
叫

叩
畔

駆
叫

駆
畔

駆
畔

駆
唖

駆
畔

ｒ
＼
∞
∝
＞
Ю
．ト

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

Ｎ
＼
∞
α
ン
〇
一

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

国
＼
∞
α
卜
〇
一

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
Ｆ

倒
＼
∞
α
＞
〇
一

寸
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

∞
＼
∞
∝
卜
〇
一

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ

劇
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

倒
＼
∞
∝
卜
Ｏ
¨

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

”
＼
∞
∝
ン
Ю

ｒ
＼
∞
卜
Ю
．Ｎ

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

一
＼
∞
卜
Ю
．”

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

Ｆ
＼
∞
卜
０
．Ｎ

∝
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ

ｒ
＼
∞
＞
Ю
．Ｎ

Ｆ
＼
∞
α
メ
〇
一

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ

∝
＼
∞
∝
卜
Ｏ
Ｆ

一
＼
∞
α
＞
Ю
．ト

一
＼
∞
卜
Ю
．倒

Ｎ
＼
Ｎ
に
＞
〇
一

劇
ヽ
∞
＞
０
．Ｎ

一
＼
∞
＞
Ю
．倒

”
＼
∞
＞
り
．Ｎ

Ｏ
Ｌ
寸
Ｑ

≦
く

∞
Ｌ
寸
〇

≦ヽ
く

倒
Ｌ
寸
〇

Ｓヽ
く

ｒ
ａ
寸
９

５
く

∞
Ｌ
∞
〇

５ヽ
く

Ｎ
Ｌ
∞
Ｏ

Ｓヽ
く

一
Ｌ
∞
〇

５ヽ
く

倒
α
Ｎ
Ｑ

Ｓ
く

ｒ
ａ
Ｎ
Ｏ
Ｓ

く

∞
∝
ｒ
Ｏ

５ヽ
く

Ｎ
ａ
ｒ
ｏ

５ヽ
く

一
α
一
〇

Ｓヽ
く

倒
Ｌ
Ｏ
Ｏ

メヽ
く

ｒ
ａ
ｏ
Ｑ

≦
く

∞
Ｌ
Ｏ
ヽ

５ヽ
く

Ｎ
α
Ｏ
寸

５ヽ
く

ｒ
Ｌ
ｏ
〓

５
く

一
Ｌ
０
０

メヽ
く

Ｎ
Ｌ
∞
∞

５ヽ
く

ｒ
Ｑ
∞
め

５ヽ
く

ヽ
Ｌ
卜
∞

５ヽ
く

一
Ｌ
卜
∞

５ヽ
く

∝
Ｌ
Ｏ
め

Ｓヽ
＜

ｒ
Ｑ
Ｏ
ｍ
」５

く

Ю
Ｌ
Ю
∞

メヽ
く

ヽ
Ｌ
Ю
∞

Ｓヽ
く

の
Ｌ
ゆ
∞

Ｓヽ
く

Ｎ
Ｌ
Ю
∞

メヽ
く

ｒ
∝
Ю
∞

多ヽ
く

Ｆ
Ｌ
ヽ
∞

５ヽ
く

ヽ
Ｌ
∞
∞

５ヽ
く

∞
Ｑ
∞
∞

５ヽ
く

”
Ｌ
∞
∞

メヽ
く
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第10表 遺構属性表(8)

-47-

柑
樫

翠
世

ぶ
四
引
ヨ

郷
畿

（５
）
嘲
嶼

叩
鰹
製



二
哺
ミ
Ⅸ
鰹
里
Ｅ
頭
出

コ
製
・■

。０
佃
嘲
牽
却
ぶ
翠
褒
　
　
　
　
　
　
刹
収
・■

。０
伽
咽
さ
や
ぶ
翠
衰

靭
巡
螢
■
―
螺

（味
Ｌ
疑
）屋
■
―
醒

腰́
尽
薇
巡
―
糾
巡
題
〓
―
鰹鰹鰹

畿
Ｅ
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
択
測
降

畿
Ｅ
拠
測
Ｋ

畿
Ｅ
製
測
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

罫
Ｋ

畿
Ｅ
測
Ｋ

器
Ｋ

Ｓ
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

５
Ｋ

５
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
理
測
Ｋ

罫
Ｋ

５
Ｋ

冨
Ｋ

．

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ

罫
Ｋ

畿
択
測
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
蝶
測
Ｋ

罫
Ｋ

磁
Ｅ

５
Ｋ

畿
Ｅ
埋
測
降

罫
Ｋ

冨
Ｋ

畿
Ｅ
埋

凝
Ｅ
概

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋
測
Ｋ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
測
降

畿
Ｅ
響
測
降

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

３
彎
争

，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

ひ
く

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
ヤ

ひ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

Ｄ
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，
３
捻

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
Ｓ

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

Ｄ
Ｓ

，
，

３
ｅ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

Ｏ
ｒ
×

〇
∞
×

Ｏ
∞

∞
ｒ
×

∞
寸

×

０
寸

∞
一
×

寸
卜
×

∞
∞

Ｏ
ｒ
×

Ｏ
Ю

×

ｒ
Ｏ

（
∞
じ
ｏ
×

〇
卜
×

Ｎ
ト

ト
一
×

―

×

Ю
ｏ

ｌ

×
Ｎ
Ю
×
∞
り

撃

×

―

×

Ю
ヽ

（
Ｎ
∞
）
〇
∞
×

０
０
×

Ｏ
Ｏ
ｒ

ヽ
×

∞
卜
×

―

ｏ
×

―

×

ｏ
Ю

寸
一
×

０
∞

×

〇
寸

〇
寸

×

Ю
寸

×

Ｏ
Ю

↑
Ｎ
ド
Ｘ
卜
Ю
×
―

（
寸
∞
）∞
¨
×

―

×

ヽ
ト

０
一
×

∞
卜
×

―

Ｏ
倒
×

ヽ
Ｎ
×

Φ
Ｎ

Ｏ
ｒ
×

０
寸
×

匡

（
Φ
Ю
）
０
寸
×

〇
寸
×

卜
寸

口

×
―

×
―

ｏ
劇
×

―

×

０
ゆ

ヾ
一
×

―

×

ｏ
ｏ

（馬
）卜
×
１
×
８

Ｎ
ｒ
×

Ю
Ю

×

ト
ト

の
ｒ
×

０
寸

×

Ｏ
Ю

（
Ｏ
Ｎ
）
０
一
×

―

×

Ю
寸

ｒ
倒
×

卜
∞
×

卜
∞

卜
ｒ
×

貧

∞
）
×

ｎ
Ю

（
ｏ
じ

ｏ
×

（
Ю
∞
）
×

Ю
寸

ｒ
ｒ
×

〇
ヽ
×

―

ｒ
ｒ
×

Ｏ
Ю

×

寸
Ю

寸
Ｎ
×

―

×

ｏ
ｏ

Ｏ
ｒ
×

Ю
Ю
×

卜
①
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ひ
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
Ｓ

，
，

Ｄ
Ｓ

，
，

Ｄ
く

，
，

ひ
彎

，
，
３
彎

３
Ｓ

ひ
く

，
，

Ｄ
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

鰹 螺
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柑

樫

ゼ
歯

Ｓ
錮
＝
ヨ

挙
畿

（５
）
咽
業

製
聟

　

ひ
悩
Ｄ
　
製
引

Ｊ
螂
＝

鵬
Ｊ
冊
攣
∽
『
　
　
Ｎ
埋
四



コ
製
・〓

コ
製
・■

コ
製
・■

刹
製
・
Ｉ

刹
Ｈ
・■

コ
製
・
Ｉ

畿
Ｅ
蝶

畿
測
降

畿
Ｅ

畿
Ｅ
響

畿
Ｅ

罫
Ｋ

ミ
Ｅ
弊

畿
Ｅ
埋
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
製

畿
択

畿
Ｅ
埋
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
蝶

唇
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
雲

畿
Ｅ

畿
Ｅ

ミ
Ｅ
埋
測
Ｋ

罫
Ｋ

謬
Ｋ

冨
Ｋ

罫
Ｋ

冨
Ｋ

唇
Ｋ

冨
Ｋ

器
Ｋ

ミ
Ｅ
製

畿
Ｅ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
嬰

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

唇
Ｋ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
択
測
Ｋ

罫
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
坪

畿
Ｅ
弊

畿
Ｅ
埋
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
坪

０
×

０
０

×

Ю
ト

∞
ｒ
×

倒
ヽ

×

Ю
寸

∞

×

〇
∞

×

〇
∞

∞
Ｎ
×

∞
Ｎ
×

∞
∞

∞
×

∞
∞

×

寸
∞

ｏ
ｒ
×

―

×

卜
寸

卜
∞
×

０
”
×

∞
∞

〓

×

倒
∞

×

Ｎ
寸

Ю
ｒ
×

０
∞

×

卜
∞

Ｏ
ｒ
×

卜
Ｎ

×

∞
Ｎ

ｎ
一
×

Ｎ
Ｏ

×

卜
り

０
一
×

∞
０

×

Ю
寸

〇
一
×

Ｎ
∞

×

等

０
×

Ｏ
倒

×

劇
倒

”

×

９

×

ｏ
Ｎ

ｎ
ｒ
×

Ｎ
寸

×

―

Ｏ
¨
×

∞
∞

×

Ю
∞

（
Ｏ
Ｎ
）
Ｏ
¨
×

ヽ
∞

×

Φ
寸

０
一
×

Ｎ
Ｎ
×

Ｏ
α

Ｏ
倒
×

Ｏ
ｍ
×

倒
ヽ

０
×

０
０
×

０
０

Ю

×

∞
∞
×

―

Ю

×

∞
∞
×

―

０
×

∞
卜
×

―

０
×

Φ
卜
×

―

卜
×

―

×

”
∞

０
×

Ｏ
寸

×

―

Ｏ
ｒ
×

∞
０

×

Ю
∞

Ｏ
ｒ
×

―
―
×

〇
∞

含

Ｎ
Ｍ

×

Φ
∞
×

劇
め

０
×

卜
∝

×

〇
∞

一
一
×

ｒ
寸

×

寸
寸

〇
一
×

∞
Ｎ

×

∞
∞

∞

×

”
０

×

劇
Ю

〇
一
×

０
寸

×

〇
ト

ト
一
×

―

×

創
り

―

×

―

×

卜
Ю

〓

×

―

×

ｏ
寸

ヽ
ｒ
×

寸
寸

×

Ｏ
Ю

Ｏ
ｒ
×

（
０
０
）
×

（
０
０
）

寸
ｒ
×

―

×

卜
∞

斜

×

”

×

９

∞
ｒ
×

∞
∞

×

Ｎ
寸

卜
ヽ
×

∞
寸

×

Ｏ
Ю

Ｏ
Ｎ
×

０
０

×

∞
∞

０
一
×

Ｏ
Ю

×

Ｏ
Ю

Ｏ
ｒ
×

Ю
Ю

×

〇
ト

ひ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

Ｄ
彎

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
ｅ

，
，

ひ
彎

，
，
⊃
姜

ひ
■

，
，

３
く

，
，

３
■

，
，

３
■

，
，

３
彎

，
，

３
捻

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
彎
ヤ
争

ひ
捻

，
，

Ｄ
彎

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
彎

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
彎

，
，

３
Ｓ

，
，

３
捻

，
，

３
捻

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
Ｓ

，
，

３
く

，
，

３
捻

，
，

３
捻

，
，

３
彎

，
，

３
彎

，
，

駆
唖

叩
型

駆
雷

駆
旺

駆
枢
区

駆
聖

駆
理

駆
畔

駆
雷

駆
畔

駆
畔

駆
雷

駆
型

駆
枢
区

駆
吐

駆
畔

鯉
型

駆
畔

駆
唖

駆
畔

駆
畔

駆
旺

駆
唖

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
旺

駆
畔

駆
畔

駆
畔

駆
旺

駆
畔

叩
旺

駆
畔

駆
畔

駆
旺

駆
畔

駆
畔

畔
ヽ
―
い
ヽ

駆
畔

駆
旺

駆
旺

駆
畔

畔
ヽ
―
か
ヽ

αα口αααα口ααααЦαααααЦ口αα口αЦαα l
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3888888888881388888

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
∝
等

く
∞

∞
＼
∞
∝
ヽ
〇
一
　
　
Ｎ
Ｌ
卜
ヽ
く
∞

∞
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
Ｌ
卜
寸
く
∞

倒
＼
∞
∝
卜
Ю
．卜
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
寸
く
∞

”
＼
ヾ
∝
卜
〇
一
　
　
劇
Ｌ
Ｏ
寸
く
∞

∞
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
Ｌ
ｏ
寸
く
∞

１

　

０
Ｌ

導

く
∞

∞
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
寸
Ｌ
寸
寸
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
寸
寸
く
∞

∞
＼
∞
∝
卜
〇
一　
　
　
ｒ
∝
寸
寸
＜
∞

倒
＼
∞
∝
卜
〇
一
　
　
Ю
Ｌ
Ｎ
ヽ
く
∞

Ｎ
ヽ
∞
∝
卜
Ю
．卜
　
　
ヽ
α
Ｎ
寸
く
ｍ

∞
＼
∞
∝
＞
〇
一
　
　
∞
Ｌ
Ｎ
寸
く
∞

∞
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
∝
α
Ｎ
寸
く
∞

∝
＼
ヽ
α
＞
Ｏ
ｒ
　

　

一
Ｌ
国
ヽ
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
ヽ
Ｌ
ｒ
寸
く
∞

劇
＼
∞
∝
＞
〇
一
　
　
∞
Ｌ
ｒ
寸
く
∞

∞
＼
∞
α
＞
〇
一
　
　
”
Ｌ
¨
寸
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
ン
〇
一
　

　

ｒ
Ｌ
ｒ
寸
く
∞

―
・
　

一
∝
〇
寸
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
Ｌ
Ｏ
∞
く
ｍ

Ｆ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
ヽ
α
∞
∞
く
ｍ

倒
ヽ
∞
∝
＞
〇
一
　
　
∞
Ｌ
∞
∞
く
∞

劇
＼
∞
α
卜
〇
一
　
　
Ｎ
Ｌ
∞
∞
く
∞

∞
＼
∞
＞
Ю
．Ｎ
　
　
一
α
∞
∞
く
∞

ｒ
＼
∞
α
＞
Ю
．卜
　
　
∞
Ｌ
卜
∞
く
∞

一
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
卜
Ｌ
卜
∞
く
∞

倒
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　
　
Ｏ
Ｌ
卜
∞
く
∞

Ｎ
＼
∞
α
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ю
Ｌ
卜
∞
く
∞

”
＼
∞
∝
ン
Ю
．卜
　
　
寸
Ｌ
卜
の
く
∞

ｒ
ヽ
∞
α
＞
Ю
．卜
　
　
∞
α
卜
∞
く
∞

倒
＼
∞
∝
ン
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
∝
卜
∞
く
∞

Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
ａ
卜
∞
く
∞

ｒ
＼
∞
＞
Ю
．Ｎ
　
　
寸
Ｌ
Φ
∞
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
∞
く
ｍ

一
＼
∞
∝
卜
〇
一
　
　
Ｎ
Ｌ
ｏ
∞
く
∞

ｒ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
Ｌ
０
０
く
∞

劇
＼
∞
α
ン
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
Ю
∞
く
∞

一
＼
∞
卜
Ю
．Ｎ
　
　
ｒ
Ｌ
Ю
∞
く
∞

一
＼
∞
ン
Ю
．”
　
　
∞
Ｌ
∞
∞
く
∞

一
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ
　
　
Ｎ
Ｌ
∞
∞
く
∞

一
＼
∞
卜
Ю
．卜
　
　
一
α
∞
∞
く
∞

Ｎ
＼
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
　

　

ｒ
∝
一
∞
く
∞

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
　
　
∞
Ｌ
ｎ
Ｏ
卜
く

Ｎ
＼
∞
α
＞
〇
一
　
　
劇
Ｌ
Ю
Ｏ
卜
く

Ｎ
＼
∞
α
ン
〇
一
　
　
ｒ
Ｌ
Ю
Ｏ
＞
く

一
＼
∞
卜
Ю
．卜
　
　
一
∝
〇
〇
＞
く

-50-

や
樫

ぎ
営

ぶ
口
＝
■

杯
畿

Ｔ
ｅ
嘲
預

坦
禦

　

⊃
悩
⊃
　
理
「

０
野
＝

鵬
Ｊ
冊
攣
∽
「
　
　
観
聾
颯



や
撃

ゼ
歯

Ｓ
鋼
＝
ヨ

杯
畿

（５
）
嘲
漢

坦
響

　

ひ
悩
⊃
　
Ｊ
引

Ｊ
螂
＝

鵬
０
絆
雖
鴇
　
　
Ｗ
鰹
興

。●
佃
却
翼

。０
佃
噌
き
や
Ｓ
翠
Ｒ

。●
佃
却
侭

コ
颯
・
Ｉ

コ
颯
・
Ｉ

刹
製
・
■

刹
製
・■

コ
颯
・
Ｉ

製
製
・
■

コ
製
・
Ｉ

樹
巡
薇
■
ｌ
鰹

靭
渾
顕
■
―
鰹駆

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ

畿
択
暉

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ

畿
Ｅ
鰹

畿
Ｅ
訓
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
嬰
測
Ｋ

畿
Ｅ

畿
測
Ｋ

翠
Ｅ
撃
測
Ｋ

Ｓ
Ｋ

畿
Ｅ

５
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
測
Ｋ

罫
Ｋ

冨
Ｋ

雪
Ｋ

畿
Ｅ
坪
測
降

磁
Ｅ
測
降

５
Ｋ

罫
Ｋ

畿
Ｅ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

罫
Ｋ

唇
Ｋ

罫
降

５
Ｋ

畿
択
暉
測
Ｋ

罫
Ｋ

磁
Ｅ

罫
Ｋ

畿
測
Ｋ

畿
Ｅ
鯉

罫
Ｋ

畿
Ｅ
埋

畿
Ｅ
坪
測
Ｋ

畿
Ｅ
拠

畿
択
測
Ｋ

唇
Ｋ

:::旱 :::番千♀:::::番言::番 ::番 :
く× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
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第14表 遺構属性表02)

一堕
雨
雌
　
　
　
倒
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
∞
Ｌ
ヾ
寸
∞
∞

叩
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
ン
〇
一　
　
　
Ｎ
Ｌ
寸
寸
ｍ
ｍ

面尋
鰤
叫　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
ゆ
．卜　
　
　
一Ｌ
寸
寸
ｍ
ｍ

呻
籠
枢
憶
嗜
　
　
　
Ｎ
＼
ヽ
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
∞
Ｌ
∞
寸
∞
∞

呻
籠
枢
憶
い
　
　
　
Ｎ
＼
寸
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
卜
Ｌ
∞
寸
∞
∞

叩
籠
枢
り
い
　
　
　
Ｎ
＼
寸
∝
卜
Ｏ
Ｆ　
　
　
Ｏ
Ｌ
∞
寸
∞
∞

一蜃
蔦
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
α
＞
０
．卜　
　
　
Ю
Ｌ
∞
寸
∞
∞

児̈
蔦
雌
　
　
　
　
Ｎ
＼
∞
＞
Ю
．劇
　
　
　
ヽ
Ｌ
∞
寸
ｍ
∞

呻
籠
枢
樗
い
　
　
　
Ｎ
＼
寸
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
∞
∝
∞
寸
∞
∞

耐喜
Ｗ円
ぽ
い　
　
　
Ｎ
＼
ヽ
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
Ｎ
∝
∞
ヽ
∞
∞

呻
”
肛
樗
い
　
　
　
倒
＼
寸
α
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
ｒＬ
∞
ヽ
ｍ
ｍ

面喜
叫
叫　
　
　
Ｎ
＼
∞
α
卜
〇
一　
　
　
ｒＬ
∞
寸
∞
∞

呻
籠
枢
厚
い
　
　
　
Ｎ
＼
ヽ
∝
＞
〇
一　
　
　
劇
∝
Ｎ
寸
∞
∞

一堕
評
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
ｒＬ
Ｎ
寸
∞
∞

叩
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ｏ
ｒ　
　
　
∝̈
一寸
∞
∞

一堕
蔦
雌
　
　
　
倒
＼
∞
∝
＞
〇
一　
　
　
ｒＬ
Ｏ
∞
ｍ
ｍ

一野
幕
雌
　
　
　
”
＼
∞
∝
卜
Ｏ
　̈
　
　
∞
∝
卜
∞
∞
∞

一堕
蔦
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
〇
一　
　
　
Ｎ
Ｌ
卜
∞
ｍ
ｍ

呻
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
　
ｒ∝
卜
∞
∞
∞

呻
滸
雌
　
　
　
ｒ＼
∞
∝
ン
〇
一　
　
　
一∝
Φ
∞
∞
∞

駆
畔

　

Ｎ
お
∝
＞
Ю
．卜
　

”Ｌ
Ｏ
Ｏ
く
∞

璽
踊
＝
К
　ヽ
　
Ｎ
＼
ヽ
∝
卜
〇
一　
　
Ю
∝
Ю
Ｏ
く
∞

駆
畔

　

Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ю
．卜
　

ヽ
征
ゆ
〇
く
∞

呻
重
雌
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
卜
Ю
．卜
　
　
∞
Ｌ
Ｏ
Ｏ
く
ｍ

ｍ祥
鰤
　̈
　
∞
＼
∞
∝
＞
〇
一　
　
Ｎ
Ｌ
Ю
Ｏ
く
∞

駆
畔

　

Ｎ
お
∝
卜
９

　

ＦＬ
Ю
ｏ
く
∞

呻
滸
雌
　
　
　
Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ　
　
Ｎ
Ｌ
ヽ
Ｏ
く
∞

駆
畔
　
　
一お
∝
＞
９

　

一Ｌ
寸
ｏ
く
ｍ

駆
旺
　
　
ｒ＼
∞
卜
Ю
．Ｎ
　

Ｎ
Ｌ
の
Ｏ
く
∞

駆
晰
　
　
ｒ＼
∞
＞
Ю
．倒
　

Ｆ∝
∞
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1,513ポ 飯田郵便局建設

所収遺跡名 種   別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

いいだしょうかまち

飯田城下町

いせき

遺跡

集落址

城下町

縄文時代

早期～後期

弥生時代

後期

中世

近世

近代

縄文時代中期

竪穴住居址 12棟

竪穴    4基
土坑    6基

弥生時代後期

竪穴住居址 1棟
方形周溝墓 2基

中世

溝址・溝状址 5条

近世～近代

地下室

暗渠排水

井戸

溝址・溝状址

時期不明

溝址 0溝状址

2基

3条

3基

4条

2条

縄文土器

石器

弥生土器

石器

土師器

須恵器

陶・磁器

縄文時代中期および弥生

時代後期の集落と近世の町

屋の一画が調査された。

縄文時代の集落は住居の

重複から少なくとも3小時

期の変遷が把握された。

また、近世当初は惣堀の

外側に位置 し城下からはず

れていたが、近世後期には

城下に取 り込まれたことが

判明した。
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付図1 飯田城下町遺跡 (鈴加町 1-7)全体図




